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創
業
塾
は
、
創
業
す
る
に
あ

た
り
必
要
な
知
識
に
つ
い
て
、

専
門
家
を
招
き
学
ん
で
も
ら
う

こ
と
で
、
創
業
希
望
者
を
創
業

者
へ
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に

実
施
し
ま
す
。

▽
開
催
日
時
及
び
内
容

�
第
１
回

：

６
月　

日
貍
午
前

２５

９
時　

分
〜
午
後
４
時　

分
／

３０

３０

「
創
業
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出

そ
う
」（
経
営
）、「
会
計
で
過
去

と
現
在
を
知
り
、
正
し
い
経
営

判
断
を
し
よ
う
」（
財
務
）

�
第
２
回

：

７
月
２
日
貍
午
前

９
時　

分
〜
午
後
４
時　

分
／

３０

３０

「
価
値
創
造
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

と
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
営
業
で
販

路
開
拓
を
実
践
し
よ
う
」、「
ビ

ジ
ネ
ス
に
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
よ
う
」

（
販
路
開
拓
）

�
第
３
回

：

７
月
９
日
貍
午
前

９
時　

分
〜
午
後
４
時　

分
／

３０

３０

「
関
係
者
が
生
き
生
き
と
働
く

職
場
を
つ
く
ろ
う
」（
人
材
育

成
）、「
創
業
に
役
立
つ
法
律
知

識
を
身
に
つ
け
よ
う
」、「
創
業

に
向
け
て
の
支
援
機
関
を
活
用

し
よ
う
」

�
第
４
回

：

７
月　

日
貍
午
前

２３

９
時　

分
〜
午
後
４
時　

分
／

３０

３０

「
好
印
象
を
持
た
れ
る
デ
ザ
イ

ン
力
を
身
に
つ
け
よ
う
」、「
順

調
な
ス
タ
ー
ト
を
目
指
し
て
」、

「
創
業
事
例
」

�
第
５
回

：

７
月　

日
貍
午
前

３０

９
時　

分
〜
午
後
４
時　

分
／

３０

３０

「
創
業
の
志
し
を
ロ
ジ
カ
ル
に

 
纏 
め
、夢
の
実
現
に
近
づ
こ
う
」

ま
と（

経
営
）

※
個
別
の
回
の
み
の
参
加
は
で

き
ま
せ
ん
。
詳
細
は
創
業
塾
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
創
業

塾
チ
ラ
シ
は
、 
産
業
振
興
課

（
市
役
所
１
階
）、 
市
内
公
共
施

設
等
で
配
布
し
て
い
ま
す
（
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）。

▽
場
所　

中
小
企
業
大
学
校
東

京
校
内
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ

（
桜
が
丘
２
―　

―
５
）

１３７

▽
申
込
方
法　

創
業
塾
チ
ラ
シ

裏
面
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
産
業
振
興
課
へ

直
接
提
出
す
る
か
、
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
に
よ
り
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
送
で

の
申
込
み
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　
　

人
３０

▽
申
込
期
限　

６
月　

日
貅

２３

▽
問
合
せ　

産
業
振
興
課
・
内

線
１
０
７
５
ま
で
。

■
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ
「
３
金

会
」
の
開
催

　

Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ
（
ビ
ジ

ネ
ス
ト
）
で
は
、
毎
月
第
３
金

曜
日
に
、
ど
な
た
で
も
ご
参
加

い
た
だ
け
る
交
流
会
「
３
金
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ゲ
ス
ト
・
ス
ピ
ー
カ
ー
の
ト

ー
ク
を
始
め
、
盛
り
だ
く
さ
ん

の
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
日
時　

６
月　

日
貊
午
後
５

１７

時
〜
７
時

▽
場
所　

Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ

内
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
（
中
小
企

業
大
学
校
東
京
校
東
大
和
寮
３

階
）

▽
内
容　

鉄
道
ム
ー
ド
漂
う
理

髪
店
「
Ｂ
Ｂ
つ
ば
め
」
駅
長（
代

表
）
渡
邉
和
博
さ
ん
が
『
創
業

体
験
談
』
を
お
話
し
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ

ｔ
�　

―　

―
１
１
９
５
へ
。

０４２

５６５

■
「
就
職
フ
ェ
ア　

東
大
和
」

in

就
職
面
接
会

　

市
で
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
立

川
と
の
共
催
に
よ
り
、
就
職
面

接
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

事
前
予
約
は
不
要
で
、
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▽
日
時　

７
月　

日
貉
午
後
１

１３

時　

分
〜
４
時

３０
▽
会
場　

東
大
和
市
立
中
央
公

民
館

▽
参
加
企
業　

東
大
和
市
、
武

蔵
村
山
市
周
辺
の　

社
程
度

１０

※
参
加
求
人
の
内
容
は
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
立
川
の
窓
口
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

▽
持
ち
物　

履
歴
書
（
写
真
貼

付
）、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
紹
介
状

（
紹
介
状
が
な
く
て
も
参
加
可
）

▽
問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
立

川
�　

―　

―
８
６
１
５
、
ま

０４２

５２５

た
は
産
業
振
興
課
・
内
線
１
０

７
５
ま
で
。

今号の主な記事
　住民票の写し等はコンビニで  …………2面
国民健康保険事業特別会計
　　　　　　現状と税率等の改定  ……3面
子ども家庭支援センター
　　「かるがも」からのお知らせ  ……4面
ヘルプカードをご存知ですか     …………          5面
うまべぇグッズ図鑑を配布中  …………6面

　

郷
土
博
物
館
で
は
、
６
月　
１８

日
貍
か
ら
夏
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
番
組
が
始
ま
り
ま
す
。
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
に
番
組
を
取
り

揃
え
ま
し
た
。

　

ど
の
番
組
投
影
に
も
星
座
解

説
が
あ
り
ま
す
。
表
現
力
が
す

ば
ら
し
い
メ
ガ
ス
タ
ー
の
星
空

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▽
投
影
期
間　

６
月　

日
貍
〜

１８

９
月　

日
豸
（
休
館
日
は
除
く
）

１１

※
７
月
３
日
豸
は
す
べ
て
七
夕

投
影
に
変
わ
り
ま
す
。
こ
の
ほ

か
に
も
、
別
の
番
組
に
変
わ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎
夏
の
こ
ど
も
番
組
「
妖
怪
ウ

ォ
ッ
チ
〜
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は

星
と
妖
怪
が
い
っ
ぱ
い
！
」

　

ジ
バ
ニ
ャ
ン
た
ち
が
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
で
大
暴
れ
。
美
し
い

満
天
の
星
空
に
は
、
妖
怪
が
い

っ
ぱ
い
！

▽
投
影
開
始
時
刻　

期
間
中
の

土
・
日
曜
日
、祝
日
の
午
前　

時
１１

と
午
後
１
時
（
星
空
解
説
を
含

め
て
投
影
時
間
は　

分
程
）

４５

※
７
月　

日
貉
〜
８

２０

月　

日
貉
は
平
日
も

３１
午
前　

時
か
ら
投
影

１１

し
ま
す
。

◎
夏
の
一
般
番
組「
宇

宙
へ
の
旅
」

　

夜
空
に
広
が
る
満

天
の
星
た
ち
。
そ
れ

は
美
し
く
神
秘
的
な

世
界
で
す
。

　

ド
ー
ム
い
っ
ぱ
い

に
広
が
る
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
な
ら
で
は
の

映
像
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

▽
投
影
開
始
時
刻　

期
間
中

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
含
む
）

の
午
後
３
時
（
星
空
解
説
を
含

め
て
投
影
時
間
は　

分
程
）

４５

■
季
節
の
投
影
「
た
な
ば
た
さ

ま
の
星
空
」

　

天
の
川
を
た
ど
り
な
が
ら
織

姫
星
や
彦
星
を
探
し
ま
し
ょ
う
。

七
夕
の
物
語
を
紹
介
し
ま
す
。

満
天
の
星
空
の
下
、
職
員
が
直

接
お
話
を
す
る
七
夕
限
定
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
日
の
通
常
番
組

の
投
影
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
投
影
日
時　

７
月
３
日
豸
午

前　

時
か
ら
、午
後
１
時
か
ら
、

１１
３
時
か
ら
、
各
回　

分
程
度

５０

▽
定
員　

各
回　

人
（
当
日
先

１００

着
順
）

【
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
共
通
事

項
】

▽
場
所　

郷
土
博
物
館
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム

▽
観
覧
料　

大
人　

円
、
小
・

２００

中
学
生　

円
１００

※
投
影
途
中
で
の
入
退
場
は
で

き
ま
せ
ん
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
郷
土

博
物
館
�　

―　

―
４
８
０
０

０４２

５６７

ま
で
。

郷
土
博
物
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム 

夏
番
組
を
見
に
行
こ
う
！ 

〜
今
年
は
、
妖
怪
ウ
オ
ッ
チ
が
初
登
場
〜 

７月10日豸 

参議院議員選挙 
今回の選挙から 
18歳以上の方が投票できます 

▽
投
票
日　

７
月　

日
豸　

１０

▽
投
票
時
間　

午
前
７
時
〜
午

後
８
時

▽
期
日
前
・
不
在
者
投
票
期
間

６
月　

日
貅
〜
７
月
９
日
貍
午

２３

前
８
時　

分
〜
午
後
８
時

３０

▽
期
日
前
（
不
在
者
）
投
票
所

市
役
所
会
議
棟
第
１
会
議
室

※
期
日
前
投
票
所
で
投
票
す
る

方
は
、
自
宅
で
投
票
所
入
場
整

理
券
裏
面
の
「
期
日
前
投
票
宣

誓
書
」
に
、
あ
ら
か
じ
め
記
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
投
票
が
で
き
る
方　

次
の
年

齢
要
件
及
び
住
所
要
件
の
い
ず

れ
に
も
該
当
す
る
方
。た
だ
し
、

投
票
す
る
時
に
、
投
票
資
格
が

な
い
方
は
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

○
年
齢
要
件　

平
成　

年
７
月

１０

　

日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

１１※
今
回
の
選
挙
か
ら
選
挙
権
年

齢
が　

歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら

１８

れ
ま
す
。

○
住
所
要
件　

①
平
成　

年
３
月　

日
ま
で
に

２８

２１

転
入
届
出
を
し
、
引
き
続
き
東

大
和
市
に
お
住
ま
い
の
方

②
平
成　

年
２
月　

日
以
降
に

２８

２１

東
大
和
市
か
ら
他
の
区
市
町
村

に
住
所
を
移
し
た
方
の
う
ち
３

か
月
以
上
東
大
和
市
に
お
住
ま

い
だ
っ
た
方

▽
選
挙
公
報
配
布　

選
挙
公
報

は
、
７
月
８
日
貊
ま
で
に
全
戸

配
布
す
る
予
定
で
す
。　

▽
問
合
せ　

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
・
内
線
１
５
９
２
ま
で
。

東
大
和
市
創
業
塾 

ヤ
マ
ト 

DE 

発
進 

！！
 

�������������������������������������������������������������������������

高齢者が、生き生きとした
　人生が送れるよう、
　　　　健康と暮らしが
　守られるまちにしましょう。

〔東大和市高齢者憲章（抄）〕

▲創業塾チラシ
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利

用
し
て
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
、
住
民
票
の
写
し
等
の

証
明
書
を
取
得
で
き
ま
す
。

　

市
役
所
の
窓
口
で
取
得
す
る

よ
り
も
低
額
で
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

▽
利
用
で
き
る
方　

東
大
和
市

に
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方

で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取

得
し
、「
利
用
者
証
明
用
電
子

証
明
書
」
を
搭
載
さ
れ
た
方
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
時
に
「
利
用
者
証
明
用
電
子

証
明
書
」
を
希
望
さ
れ
な
い
場

合
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

▽
利
用
方
法　

コ
ン
ビ
ニ
の
多

機
能
端
末
機
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
、
申
請

か
ら
受
領
ま
で
の
手
続
き
を
ご

自
身
で
行
い
ま
す
。詳
し
く
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▽
利
用
時
間　

午
前
６
時　

分
３０

〜
午
後　

時
（
戸
籍
の
全
部
・

１１

個
人
事
項
証
明
書
の
取
得
は
平

日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

※
年
末
年
始
（　

月　

日
〜
1

１２

２９

月
３
日
）
及
び
シ
ス
テ
ム
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
日
（
年
に
数
日
）
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

▽
利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア　

全
国
の

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、
ロ
ー

ソ
ン
、
サ
ー
ク
ル
K
サ
ン

ク
ス
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー

ト
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ト

ア
（
一
部
店
舗
の
み
）

▽
問
合
せ　

市
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
�

　

―　

―
９
３
０
１
ま
で
。

０４２

５１６

�

市
役
所
窓
口
よ
り
も
お
安
く
、
し
か
も
便
利
！ 

住
民
票
の
写
し
等
は
コ
ン
ビ
ニ
で 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
ご
用
意
く
だ
さ
い 

　

荒
天
時
も
、
原
則
と
し
て
通

常
ど
お
り
収
集
を
行
い
ま
す
が
、

紙
類
は
雨
等
で
濡
れ
る
と
、
リ

サ
イ
ク
ル
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
次
回
に
排
出
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
台
風
や
強
風
な

ど
で
、
収
集
か
ご
を
置
く
こ
と

が
危
険
な
場
合
は
、
資
源
物
の

収
集
を
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

収
集
を
中
止
す
る
場
合
は
、

広
報
車
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

ご
み
対
策
課
・
内

線
１
２
４
１
ま
で
。

　

市
で
は
、
家
庭
廃
棄
物
指
定

収
集
袋
（
ご
み
袋
）
に
企
業
広
告

を
掲
載
す
る
広
告
主
を
募
集
し

ま
す
。
指
定
収
集
袋
は
市
内
の

世
帯
で
使
用
す
る
た
め
、
高
い

広
告
効
果
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

▽
掲
載
で
き
る
も
の　

東
大
和

市
広
告
掲
載
取
扱
要
綱
に
定
め

る
掲
載
基
準
を
満
た
す
も
の

※
東
大
和
市
広
告
掲
載
取
扱
要

綱
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
広
告
媒
体
の
概
要
・
広
告
料

広
告
の
掲
載
は
、
指
定
収
集
袋

の
種
類
ご
と
に
、
内
袋
・
外
袋

で
１
単
位
と
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
左
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
広
告
の
掲
載
期
間　

取
扱
店

の
発
注
状
況
に
よ
り
、
掲
載
開

始
時
期（
店
頭
に
並
ぶ
時
期
）及

び
掲
載
終
了
時
期
（
在
庫
が
な

く
な
る
時
期
）
が
決
ま
り
ま
す
。

▽
広
告
の
掲
載
位
置　

広
告
は

指
定
収
集
袋（
藤
色
）本
体
及
び

そ
の
外
袋（
透
明
）の
表
面
中
央

部
に
掲
載
さ
れ
、
色
は
１
色
刷

り
で
す
。

▽
応
募
方
法
等　

募
集
要
項
に

添
付
の
申
込
書
に
必
要
書
類
を

添
え
て
、
ご
み
対
策
課
（
市
役

所
３
階
）
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ

い
（
郵
送
可
）。
募
集
要
項
は
、

ご
み
対
策
課
で
配
布
し
て
い
ま

す
（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）。

▽
応
募
期
限　

７
月　

日
貅

１４

▽
広
告
の
決
定
方
法　

デ
ザ
イ

ン
及
び
内
容
等
を
審

査
し
た
う
え
で
決
定

し
ま
す
。

　

な
お
、
同
一
広
告

掲
載
位
置
に
、
二
つ

以
上
の
申
込
み
の
あ

る
場
合
は
、
提
示
の

広
告
料
が
高
い
方
を

広
告
主
に
決
定
し
ま

す
。

▽
問
合
せ　

ご
み
対

策
課
・
内
線
１
２
４

１
ま
で
。

■
一
般
家
庭
に
お
い
て
も
農
薬
、

薬
品
の
使
用
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
　

一
般
の
家
庭
で
樹
木
等
に
使

用
す
る
殺
虫
剤
等
も
農
薬
の
一

種
で
、
使
用
方
法
を
誤
る
と
思

わ
ぬ
被
害
を
与
え
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
使
用
す
る
際
は
、
周

辺
の
方
々
に
健
康
被
害
が
及
ば

な
い
よ
う
最
大
限
の
配
慮
を
し

て
く
だ
さ
い
。

�
使
用
方
法
、
使
用
上
の
注
意

を
守
っ
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

�
近
隣
へ
の
影
響
が
少
な
い
天

候
や
時
間
帯
を
選
ん
で
散
布
し

て
く
だ
さ
い
。

�
飛
散
が
少
な
い
形
状
の
農
薬

や
農
薬
が
飛
散
し
に
く
い
ノ
ズ

ル
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

�
事
前
に
近
隣
の
方
々
に
周
知

し
、
特
に
農
薬
が
子
ど
も
に
か

か
ら
な
い
よ
う
に
防
止
対
策
を

徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

�
使
用
年
月
日
、
場
所
、
対
象

植
物
、
農
薬
の
種
類
、
使
用
量

ま
た
は
希
釈
倍
数
に
つ
い
て
の

記
録
を
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

■
蚊
の
発
生
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
　

こ
れ
か
ら
の
時
期
、
蚊
の
発

生
が
本
格
化
し
て
き
ま
す
。
植

木
鉢
の
受
け
皿
や
空
き
缶
、
バ

ケ
ツ
な
ど
水
が
溜
ま
り
や
す
い

所
に
ボ
ウ
フ
ラ
が
発
生
し
ま
す

の
で
、
水
を
た
め
な
い
事
や
こ

ま
め
な
水
の
交
換
、
不
要
な
植

木
鉢
の
処
分
等
を
お
願
い
し
ま

す
。
蚊
が
多
く
生
息
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
場
所
に
出
か
け
る

際
に
は
、
肌
の
露
出
を
最
小
限

に
し
、
虫
よ
け
剤
等
で
虫
刺
さ

れ
防
止
対
策
を
心
掛
け
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
市
で
は
、
７
月
か
ら

９
月
に
か
け
て
ユ
ス
リ
カ
を
駆

除
す
る
た
め
、
発
生
源
（
Ｕ
字

溝
等
）に
成
長
抑
制
剤（
粒
剤
）

の
散
布
を
行
い
ま
す
。

■
ハ
チ
の
巣
を
駆
除
す
る
た
め

の
防
具
服
を
貸
し
出
し
て
い
ま

す
　

市
で
は
、
一
般
住
宅
・
民
間

施
設
に
で
き
た
ハ
チ
の
巣
の
駆

除
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ハ
チ

の
巣
を
駆
除
す
る
場
合
は
所
有

者
ま
た
は
居
住
者
の
方
ご
自
身

で
の
対
応
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
市
で
は
ハ
チ
を
駆
除

す
る
た
め
の
防
護
服
を
貸
し
出

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の

方
は
環
境
課
（
市
役
所
３
階
）

に
ご
予
約
の
う
え
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
な
ど
危
険

度
が
高
い
場
合
は
、
専
門
業
者

に
依
頼
し
て
除
去
す
る
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す
（
費
用
は
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
）。
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■　

削
減
／
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ

CO
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の
ご
協
力
を

　

環
境
省
で
は
、
地
球
温
暖
化

防
止
の
た
め
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

施
設
や
家
庭
の
電
気
を
消
し
て

い
た
だ
く
よ
う
呼
び
掛
け
る
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「　

削
減
／
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ

CO
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
、
６

月　

日
貂
〜
７
月
７
日
貅
の
間

２１
を
啓
発
期
間
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、 
特
別
実
施
日
と
し
て
、

６
月　

日
貂
（
夏
至
の
日
）
に

２１

「
夏
至
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
」、７
月

７
日
貅
（
七
夕
）
に
「
ク
ー
ル

ア
ー
ス
デ
ー
・
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
」

と
題
し
、
午
後
８
時
〜　

時
の

１０

２
時
間
、
一
斉
に
電
気
を
消
灯

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

　

本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
趣
旨
に

ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
有
害
物
質
を
取
り
扱
う
事
業

者
の
方
へ

①
都
の
条
例
に
よ
り
、
適
正
管

理
化
学
物
質
（
ト
ル
エ
ン
、
キ

シ
レ
ン
、
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
な

ど　

種
類
）
の
う
ち
、
１
物
質

５９
当
た
り
年
間　

㎏
以
上
取
り
扱

１００

う
工
場
又
は
指
定
作
業
場
は
、

毎
年
６
月
末
日
ま
で
に
前
年
度

の
使
用
量
等
を
市
へ
報
告
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
該
当
す
る
方
は
、
環
境
課

へ
報
告
書
の
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
燃
料
小
売
業
の

方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
キ
シ
レ

ン
・
ト
ル
エ
ン
・
ベ
ン
ゼ
ン
・

ヘ
キ
サ
ン
に
つ
い
て
も
報
告
を

お
願
い
し
ま
す
。

②
過
去
に
有
害
物
質
（
鉛
、
ひ

素
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
な

ど　

種
類
）
及
び
有
害
物
質
を

２６
含
む
物
質
を
取
り
扱
っ
て
い
た

工
場
又
は
指
定
作
業
場
で
、
事

業
の
廃
止
又
は
施
設
の
除
去
を

行
う
場
合
は
、
そ
の　

日
前
ま

３０

で
に
土
壌
汚
染
状
況
調
査
を
行

い
、
調
査
結
果
を
市
へ
報
告
す

る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
事
業
の

廃
止
等
を
す
る
予
定
が
あ
る
場

合
は
、
事
前
に
環
境
課
ま
で
、

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
環
境

課
・
内
線
１
２
７
２
ま
で
。

環
境
に
関
す
る
お
知
ら
せ 

荒
天
時
の 

資
源
物
収
集 

取得できる証明書・手数料の一覧

取得できる証明書の範囲
手数料（１通あたり）

証明書の種類
窓口交付コンビニ交付

マイナンバーカード所有者本人および
本人と同一世帯員のもの300円200円住民票の写し

マイナンバーカード所有者本人のもの
（あらかじめ印鑑登録している方に限る）200円150円印鑑登録証明書

マイナンバーカード所有者本人および
本人と同一戸籍記載のもの
（東大和市が本籍の方に限る）

450円350円戸籍の全部事項証明書
・個人事項証明書

マイナンバーカード所有者本人および
本人と同一戸籍記載のもの
（東大和市が本籍の方に限る）

200円150円戸籍の附票の写し

マイナンバーカード所有者本人のもの
（最新年度分のみ）300円200円市民税・都民税課税

（非課税）証明書　※

※毎年 6月中旬頃に証明年度が切り替わります。被扶養者等で申告のない方は、コンビ
　ニでは発行できません。修正申告等により内容に変更のあった方は一定期間発行でき
　ません。

家庭廃棄物 
　  指定収集袋（ごみ袋）

広告を 
募　集 

最低広告料（税別）規格最低作製数区分種類

95,000円
縦   6 ㎝ × 横12㎝250,000枚内袋特小袋

（  5� ） 縦   5 ㎝× 横10㎝25,000枚外袋

220,000円
縦   9 ㎝ × 横19㎝1,500,000枚内袋小袋

( 10 � ) 縦   5 ㎝× 横13㎝150,000枚外袋

240,000円
縦  10 ㎝ × 横24㎝1,700,000枚内袋中袋

(20 � ) 縦   5 ㎝× 横13㎝170,000枚外袋

160,000円
縦  14 ㎝ × 横30㎝900,000枚内袋大袋

(40 � ) 縦   5 ㎝×     横 14㎝90,000枚外袋

有害ごみ・スプレー缶類が他のごみに混ざると火災等の原因になります 有害ごみ・スプレー缶類は、決められた日に、品目ごとに袋に分け
て排出してください／問合せ　ごみ対策課・内線1241まで

【広告イメージ】

　　 （内袋）　　　　　　　     （外袋）

コンビニエンスストアコンビニエンスストア コンビニエンスストア 
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市
で
は
、
健
全
な
国
保
の
運

営
を
行
う
た
め
、
歳
入
の
確
保

及
び
歳
出
の
削
減
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
今
後

も
継
続
、強
化
し
て
い
き
ま
す
。

○
歳
入
の
確
保
へ
の
取
り
組
み

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

納
付
で
き
る
仕
組
み
の
実
施
や
、

現
年
課
税
分
滞
納
者
へ
の
初
動

対
応
の
強
化
、
差
押
物
件
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
等
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

現
年
課
税
分
の
収
納
率
は
平
成

　

年
度
が　
 .

５
％ 
で
し
た
が
、

２３

８８

平
成　

年
度
に
は 　
 .

７ 
％
に

２６

９１

向
上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平

成　

年
度
よ
り
ペ
イ
ジ
ー
口
座

２８
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
、

口
座
振
替
登
録
手
続
き
の
簡
略

化
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も

国
保
税
の
収
納
率
の
向
上
に
努

め
、
税
負
担
の
公
平
性
を
確
保

し
ま
す
。

○
歳
出
の
削
減
に
向
け
た
取
り

組
み

　

医
療
の
適
正
化
や
病
気
の
早

期
発
見
、
健
康
の
保
持
増
進
を

目
的
と
し
て
、
診
療
報
酬
明
細

書
（
レ
セ
プ
ト
）
等
の
デ
ー
タ

の
分
析
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

糖
尿
病
等
重
症
化
予
防
事
業
や

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
利
用
差

額
通
知
書
の
送
付
等
を
今
後
も

行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
特

定
健
康
診
査
の
受
診
率
向
上
を

図
る
た
め
、平
成　

年
度
よ
り
、

２７

小
平
市
、
武
蔵
村
山
市
の
指
定

医
療
機
関
で
も
受
診
で
き
る
よ

う
相
互
乗
り
入
れ
を
始
め
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

平
成　

年
度
に
東
大
和
市
の
第

２７

４
次
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、

平
成　

年
度
か
ら　

年
度
の
２

２８

２９

年
間
の
国
保
事
業
特
別
会
計
の

運
営
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
い

ま
し
た
。 そ
の
結
果
、 平
成　

年
２５

度
か
ら
行
っ
て
い
る
医
療
費
の

適
正
化
対
策
及
び
歳
入
確
保
に

お
け
る
収
納
対
策
を
平
成　

年
２８

度
以
降
も
引
き
続
き
行
い
、
財

政
の
健
全
な
運
営
に
向
け
た
取

組
み
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

一
般
会
計
か
ら
可
能
な
限
り
の

繰
り
入
れ
を
実
施
し
て
も
な
お
、

２
か
年
で
一
億
四
、
八
〇
〇
万

　

国
民
健
康
保
険
（
以
下
「
国

保
」）
は
、被
保
険
者
の
皆
さ
ん

の
健
康
、
生
命
を
守
り
生
活
を

支
え
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
お
り
、そ
の
目
的
は
、病
気
、

け
が
、
出
産
及
び
死
亡
に
関
し

て
必
要
な
保
険
給
付
を
行
い
健

康
の
保
持
増
進
に
寄
与
す
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
。

　

国
保
は
、
他
の
保
険
制
度
と

比
較
し
て
被
保
険
者
の
年
齢
構

成
が
高
く
、
医
療
費
水
準
が
高

い
と
い
う
構
造
的
な
問
題
を
抱

え
て
お
り
、
当
市
に
お
い
て
も

同
様
の
状
況
で
、
保
険
給
付
費

は
年
々
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　

国
保
事
業
特
別
会
計
は
、
被

保
険
者
の
方
に
納
め
て
い
た
だ

い
た
国
保
税
と
国
及
び
東
京
都

か
ら
の
負
担
金
等
で
運
営
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
年
々
増
加
す
る
保

険
給
付
費
や
国
保
税
収
入
の
低

迷
等
に
よ
り
厳
し
い
財
政
運
営

が
続
い
て
お
り
、
市
の
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
に
よ
る
赤
字

補
て
ん
（
そ
の
他
繰
入
金
）
に

よ
り
運
営
が
成
り
立
っ
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、

平
成　

年
度
に
国
保
税
の
改
定

２５

を
行
い
、
歳
出
削
減
の
た
め
に

医
療
費
の
適
正
化
対
策
及
び
歳

入
確
保
に
お
け
る
収
納
対
策
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
一
定
の
効
果
を

上
げ
、
保
険
給
付
費
の
削
減
、

収
納
率
の
向
上
は
図
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
少
子
高
齢
化
等
に

よ
り
一
人
あ
た
り
の
保
険
給
付

費
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
永
続

的
に
国
保
財
政
の
均
衡
を
保
つ

こ
と
は
、
現
状
の
ま
ま
で
は
困

難
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
国
保
事
業
特
別

会
計
の
財
政
状
況
と
昨
年
行
っ

た
平
成　

年
度
か
ら　

年
度
ま

２８

２９

で
の
２
年
間
の
国
保
税
率
等
の

改
定
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

保
険
給
付
費
に
つ
い
て
は
平

成　

年
度
か
ら
実
施
し
た
医
療

２５
費
適
正
化
対
策
に
よ
り
、
ほ
ぼ

横
ば
い
で
推
移
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
人
あ
た
り
の
保

険
給
付
費
は
少
子
高
齢
化
や
医

療
の
高
度
化
等
に
よ
り
大
き
く

増
加
し
ま
し
た
（
表
１
参
照
）。

　

医
療
費
適
正
化
対
策
後
の
保

険
給
付
費
に
お
い
て
も
、
平
成

　

年
度
に
は
六
四
億
五
、
〇
〇

２９〇
万
円
に
増
加
す
る
と
見
込
ん

で
い
ま
す
（
表
１
参
照
）。

　

平
成　

年
度
か
ら
の
国
保
税

２５

の
改
定
及
び
収
納
対
策
強
化
等

に
よ
り
、
平
成　

年
度
の
収
納

２５

額
は
増
加
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
少
子
高
齢
化
や
社

会
情
勢
の
変
化
等
に
伴
う
被
保

険
者
数
の
減
少
に
よ
り
、
平
成

　

年
度
以
降
は
減
少
の
傾
向
に

２６あ
り
ま
す
。

　

収
納
対
策
の
強
化
を
行
っ
て

も
、
平
成　

年
度
の
国
保
税
収

２９

入
は
一
九
億
六
、
四
〇
〇
万
円

に
減
少
す
る
と
見
込
ん
で
い
ま

す
（
表
１
参
照
）。

　

国
保
事
業
特
別
会
計
の
財
源

不
足
を
補
て
ん
す
る
た
め
、
一

般
会
計
か
ら
「
そ
の
他
繰
入
金
」

に
よ
り
赤
字
を
補
て
ん
し
て
い

ま
す
。

　

国
保
事
業
の
健
全
な
運
営
を

図
る
た
め
、
平
成　

年
度
と
平

２８

成　

年
度
の
２
年
間
に
つ
い
て

２９
も
一
四
億
円
を
限
度
と
し
て
繰

り
入
れ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

円
の
不
足
額
が
生
じ
る
こ
と
か

ら
（
表
２
）、
国
保
税
の
改
定
が

必
要
と
判
断
し
、
東
大
和
市
国

民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
へ
諮

問
を
行
い
、
答
申
を
受
け
ま
し

た
。

　

こ
の
答
申
を
基
に
昨
年　

月
１２

開
催
の
平
成　

年
第
４
回
市
議

２７

会
定
例
会
に
東
大
和
市
国
民
健

康
保
険
税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
を
提
案
し
可
決
さ

れ
、
平
成　

年
度
か
ら
国
保
税

２８

が
改
定
さ
れ
ま
し
た
（
表
３
）。

　

な
お
、
平
成　

年
度
国
保
税

２８

納
税
通
知
書
は
、
７
月
中
旬
に

送
付
し
ま
す
。

○
税
率
等
の
見
直
し　

一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
を
投
入
し
て

も
保
険
給
付
費
等
が
不
足
す
る

部
分
に
つ
い
て
、
歳
入
確
保
の

た
め
税
率
等
を
見
直
し
ま
し
た
。

○
賦
課
方
式
の
見
直
し　

被
保

険
者
の
世
帯
構
成
や
資
産
状
況

の
変
化
に
よ
り
、
よ
り
公
平
性

の
高
い
制
度
と
す
る
た
め
、
基

礎
課
税
額
の
賦
課
方
式
を
、
４

方
式
（
所
得
割
・
資
産
割
・
均

等
割
・
平
等
割
）
か
ら
、
被
保

険
者
の
所
得
及
び
加
入
者
数
に

対
し
て
の
み
賦
課
す
る
２
方
式

（
所
得
割
・
均
等
割
）
に
見
直
し

ま
し
た
。

○
課
税
限
度
額
の
見
直
し　

納

税
義
務
者
間
の
負
担
の
公
平
性

を
考
慮
し
、
地
方
税
法
に
基
づ

く
国
保
税
の
課
税
限
度
額
に
沿

っ
た
額
と
す
る
た
め
平
成　

年
28

度
と
平
成　

年
度
に
段
階
的
に

２９

引
き
上
げ
る
改
定
を
行
い
ま
し

た
。

○
多
子
世
帯
の
負
担
軽
減
策　

多
子
世
帯
の
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
、
同
一
世
帯
に　

歳
以
下

１８

（
高
校
生
世
代
以
下
）
の
国
保

加
入
者
（
納
税
義
務
者
及
び
そ

の
配
偶
者
を
除
く
）
が
３
人
以

上
い
る
場
合
は
、
３
人
目
以
降

の
均
等
割
を
無
料
化
し
ま
し
た
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
保
険

年
金
課
・
内
線
１
０
２
３
ま
で
。

�

国民健康保険事業特別会計 
現状と税率等の改定について 

　　　　　　　　 お知らせします 

表１　国保税及び保険給付費、一人当たりの保険給付費の推移　 

単位：国保税及び保険給付費は百万円、1人当たりの保険給付費は円 

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 

1人当たりの 
保険給付費 

236,515

245,331

1,826 1,861

245,177

249,278

265,090

270,590

275,744

2,101 2,018 2,002 1,983 1,964

6,042 6,239 6,151 6,129
6,388 6,422 6,450

保
険
給
付
費 

国
保
税 

※平成23～26年度は決算額、平成27年度は予算額、平成28～29年度は税率等改定 
　前の推計予算額により算出した。 

国
民
健
康
保
険
の 

　
　
　
　
　

現
状 

健
全
な
運
営
に 

 

向
け
た
取
り
組
み 

〜
歳
入
の
確
保
及
び 

歳
出
の
削
減
に
向
け
て
〜 

表2  平成28～29年度の収支見込額 
（単位：百万円） 

不足額 
　　　　  148
その他 
繰入金 1,400

国保税 

国及び東京都 
の負担金等 

3,947

保険給付費 

16,492

12,872

9,115

その他の歳出 

歳入　21,839 歳出　21,987
※ 2年間の健全な運営に向けた取組み後の 
　収支見込額及び不足額です。国保税は税 
　率等改定前の見込額です。 

国
保
税
の 

　
改
定
に
つ
い
て 

国
保
税
の 

　
　
改
定
内
容 

表 3　国民健康保険税率等の改定内容

比較増減平成 28年度平成 27年度区　分

0.63/1005.64/1005.01/100所 得 割

基礎課税額

▲10/100廃止10/100資 産 割

6,000円26,500円20,500円均 等 割

▲9,000円廃止9,000円平 等 割

0円510,000円510,000円課 税 限 度 額

0.08/1001.68/1001.60/100所 得 割後期高齢者
支援金等課
税額

400円7,900円7,500円均 等 割

20,000円160,000円140,000円課 税 限 度 額

0.08/1001.83/1001.75/100所 得 割
介護納付金
課税額 400円10,800円10,400円均 等 割

20,000円140,000円120,000円課 税 限 度 額

※所得割：世帯の被保険者の前年所得金額等により算定
※均等割：世帯の被保険者数により算定
※課税限度額について、平成 29年度の基礎課税額は 520,000円、後期 
　高齢者支援金等課税額は 170,000円、 介護納付金課税額は、160,000
　円となります。

保
険
給
付
費 

 

（
医
療
費
）の
状
況 

国
保
税
の
状
況 

一
般
会
計
か
ら
の 

そ
の
他
繰
入
金
の
状
況 
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ク
ラ
ス
で
大
勢
の
子
ど
も
た

ち
に
絵
本
を
読
み
聞
か
せ
る
時

の
、
ち
ょ
っ
と
し
た
コ
ツ
を
学

び
ま
す
。

▽
対
象　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
本
読
み
会

な
ど
で
子
ど
も
た
ち
に
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
を
す
る
大
人

▽
日
時　

６
月　

日
貊
午
前　

２４

１０

時　

分
〜
午
後
０
時　

分

１５

１５

▽
場
所　

中
央
図
書
館
視
聴
覚

室▽
内
容　

絵
本
の
選
び
方
や
読

み
方
、
本
読
み
会
の
流
れ

▽
講
師　

図
書
館
職
員

※
託
児
の
受
付
は
終
了
し
ま
し

た
。

▽
問
合
せ　

中
央
図
書
館
�　
０４２

―　

―
２
４
５
４
ま
で
。

５６４

▽
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、

在
学
の
方
（
性
別
、
経
験
は
不

問
）

▽
募
集
人
数　

５
人
以
内

▽
活
動
内
容　

男
女
共
同
参
画

情
報
誌
「
は
ー
も
に
い
」（
年
１

回
・
２
月
発
行
予
定
）の
企
画
・

編
集

▽
活
動
期
間　

９
月
〜
平
成　
２９

年
2
月

▽
活
動
日　

年
４
回
程
度

▽
応
募
用
紙
の
配
布
場
所　

市

民
生
活
課
（
市
役
所
３
階
）、市

役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
、
市
民

セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
、
公
民
館

▽
応
募
方
法　

①
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
②
住
所
③
生
年
月
日
④

性
別
⑤
電
話
番
号
⑥
応
募
理
由

を
記
入
の
う
え
、
市
民
生
活
課

（
市
役
所
３
階
）
へ
持
参
、
郵

送
（
〒　
　
 
東
大
和
市
中
央
３

２０７-
８５８５

―　

）、
フ
ァ
ク
ス
（　

―　

９３０

０４２

５６３

―
５
９
３
１
）、ま
た
は
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
は
ー
も
に
い
編

集
委
員
募
集
の
ペ
ー
ジ
）
に
て

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限　

８
月　

日
貉
必

３１

着

■
男
女
共
同
参
画
相
談
窓
口
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

男
女
で
仕
事
の
内
容
が
違
う
、

昇
進
・
昇
格
に
男
女
差
別
が
あ

る
、
上
司
か
ら
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
を
受
け
て
い
る
等
で
困

っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
市
で
は
、

「
男
女
が
平
等
で
誰
も
が
暮
ら

し
や
す
い
社
会
」
を
目
指
し
て
、

「
男
女
共
同
参
画
相
談
窓
口
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

女
性
相
談
員
が
個
別
に
相
談

に
応
じ
、
一
緒
に
解
決
方
法
を

探
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
の
で
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
（
事
前
予
約
制
）。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
市
民

生
活
課
・
内
線
１
７
１
５
ま
で
。

�

■
「
か
る
が
も
」
保
育
付
子
育

て
講
座
「
乳
幼
児
の
あ
そ
び
の

大
切
さ
」

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
の
実
践

を
交
え
た
、
専
門
家
に
よ
る
講

話
に
よ
り
、
大
人
に
と
っ
て
の

「
仕
事
」
に
値
す
る
、
子
ど
も

の
「
あ
そ
び
」
の
大
切
さ
に
つ

い
て
、
理
解
を
深
め
て
み
ま
し

ょ
う
！

▽
対
象　

市
内
在
住
の
０
歳
〜

就
学
前
の
お
子
さ
ん
の
保
護
者

▽
日
時　

７
月
８
日
貊
午
前　
１０

時
〜　

時　

分

１１

３０

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
講
師　

北
島
尚
志
氏
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
あ
そ
び
環
境
Ｍ
ｕ
ｓ
ｅ

ｕ
ｍ　

ア
フ
タ
フ
・
バ
ー
バ
ン

代
表
）

▽
定
員　
　

人
２５

▽
保
育　
　

人
（
保
育
の
対
象

１６

は
満
１
歳
か
ら
で
す
。
０
歳
児

は
保
護
者
同
席
に
な
り
ま
す
）

▽
申
込
方
法　

６
月　

日
貉
午

１５

前　

時
〜　

日
貊
午
後
５
時
に

１０

２４

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
窓

口
ま
た
は
電
話
で
お
申
込
く
だ

さ
い
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
の
う
え
、
結
果
を
は
が
き
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
７
月
・
８
月
の
出
張
か
る
が

も
ひ
ろ
ば

　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
担
当
保
育
士
が
集
会
所

な
ど
に
出
張
し
、
親
子
で
手
遊

び
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
参

加
者
同
士
の
情
報
交
換
な
ど
を

行
う「
出
張
か
る
が
も
ひ
ろ
ば
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
育
児
や
子

ど
も
の
発
達
な
ど
に
つ
い
て
も

ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

３
歳
ま
で
の
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者

▽
期
日
・
場
所

▽
時
間　

午
前　

時　

分
〜　

１０

３０

１１

時　

分
（
事
前
予
約
不
要
）

４５
■
一
時
預
か
り
事
業

　

保
護
者
の
就
労
・
通
院
・
介

護
・
出
産
・
冠
婚
葬
祭
等
の
理

由
に
よ
り
、
一
時
的
に
ご
家
庭

で
子
ど
も
の
保
育
が
困
難
に
な

っ
た
場
合
に
、
お
子
さ
ん
を
お

預
か
り
し
保
育
す
る
事
業
で
す
。

▽
実
施
施
設　

向
原
保
育
園
、

大
和
東
保
育
園
、
玉
川
上
水
保

育
園
、
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー

※
利
用
条
件
、
利
用
時
間
、
定

員
、
利
用
料
な
ど
は
各
施
設
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
対

象
の
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

�
向
原
保
育
園
�　

―　

―
３

０４２

５６３

８
３
３

�
大
和
東
保
育
園
�　

―　

―

０４２

５６１

２
９
５
８

�
玉
川
上
水
保
育
園
�　

―　
０４２

５６６

―
８
６
７
２

�
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

�　

―　

―
３
６
５
１

０４２

５６５

■
子
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

　

保
護
者
の
方
が
出
産
や
病
気

な
ど
で
、
お
子
さ
ん
を
養
育
で

き
な
い
時
、
養
育
協
力
員
宅
に

お
子
さ
ん
を
宿
泊
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
申
込
方
法
等
、

詳
し
く
は
子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▽
対
象
要
件　

市
内
に
住
所
が

あ
り
、
満
２
歳
以
上　

歳
以
下

１２

（
中
学
生
は
除
く
）
の
子
ど
も

で
、
保
護
者
の
方
が
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
し
、
一
時
的
に
子

ど
も
の
養
育
が
困
難
な
時

�
病
気
、
負
傷
、
出
産
等
で
入

院
、
加
療
、
療
養
す
る
と
き

�
親
族
の
病
気
な
ど
で
そ
の
看

護
、
介
護
に
あ
た
る
と
き

�
事
故
、
災
害
に
あ
っ
た
時

�
冠
婚
葬
祭
に
出
席
す
る
と
き

な
ど

▽
利
用
期
間　

１
回
に
つ
き
１

泊
２
日
〜
６
泊
７
日
以
内

▽
利
用
料　

子
ど
も
１
人
１
泊

に
つ
き
二
、
〇
〇
〇
円

※
そ
の
他
お
子
さ
ん
に
か
か
る

医
療
費
、
通
園
や
通
学
に
必
要

な
交
通
費
等
も
自
己
負
担
に
な

り
ま
す
。

■
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

休
館
日
の
お
知
ら
せ

　

７
月　

日
貍
は
ワ
ッ
ク
ス
清

２３

掃
の
た
め
、
終
日
休
館
と
な
り

ま
す
。
一
時
保
育
や
来
館
を
予

定
さ
れ
て
い
た
方
々
に
は
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�
以
上
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

�　

―　

―
３
６
５
１
ま
で
。

０４２

５６５

　

宅
地
内
に
設
置
し
た
雨
水
浸

透
ま
す
は
、
手
入
れ
を
し
な
い

で
長
期
間
放
置
す
る
と
、
目
詰

ま
り
に
よ
り
浸
透
能
力
が
低
下

し
ま
す
。

　

雨
水
浸
透
ま
す
の
機
能
を
維

持
す
る
に
は
、
点
検
や
清
掃
等

の
維
持
管
理
が
必
要
で
す
。
１

年
に
１
回
程
度
、
雨
水
浸
透
ま

す
の
中
に
た
ま
っ
た
落
ち
葉
や

土
砂
を
取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。

▽
問
合
せ　

下
水
道
課
・
内
線

１
２
３
１
ま
で
。

　

保
護
者
補
助
金
・
就
園
奨
励

費
補
助
金
交
付
の
対
象
の
方
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。詳
し
く
は
、

園
か
ら
配
布
さ
れ
る
案
内
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
案
内
が
７
月
中
旬
ま

で
に
お
手
元
に
届
か
な
い
場
合

や
内
容
に
不
明
な
点
が
あ
る
場

合
は
、 
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
保
護
者
補
助
金

▽
対
象　

市
内
に
住
所
が
あ
る

３
・
４
・
５
歳
児
（
平
成　

年
２８

４
月
１
日
現
在
。
年
度
途
中
で

満
３
歳
に
な
る
幼
児
も
含
む
）

を
、
私
学
助
成
を
受
け
る
私
立

幼
稚
園
、
幼
稚
園
類
似
の
幼
児

施
設
も
し
く
は
施
設
型
給
付
を

受
け
る
私
立
幼
稚
園
や
認
定
こ

ど
も
園
に
１
号
認
定
で
通
園
さ

せ
て
い
る
保
護
者
の
方

■
就
園
奨
励
費
補
助
金

▽
対
象　

市
内
に
住
所
が
あ
る

３
・
４
・
５
歳
児
（
平
成　

年
２８

４
月
１
日
現
在
。
年
度
途
中
で

満
３
歳
に
な
る
幼
児
も
含
む
）

を
、
私
学
助
成
を
受
け
る
私
立

幼
稚
園
に
通
園
さ
せ
て
い
る
保

護
者
の
方

※
私
学
助
成
を
受
け
る
市
内
の

私
立
幼
稚
園

：

狭
山
ケ
丘
幼
稚

園
・
大
和
八
幡
幼
稚
園

※
施
設
型
給
付
を
受
け
る
市
内

の
認
定
こ
ど
も
園

：

こ
ど
も
学

園
・
東
大
和
こ
ど
も
園
（
大
和

富
士
幼
稚
園
）

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
保
育

課
・
内
線
１
７
５
３
ま
た
は
通

園
し
て
い
る
幼
稚
園
等
へ
。

自転車等利用自粛のお願い 市内各駅周辺の自転車等駐車場は、大変混雑しています。駅までおおむね 800 メートル以内に
お住まいの方の自転車等利用の自粛をお願いします／問合せ　土木課・内線 1213 まで

子ども家庭支援センター 
「かるがも」からの 
　　　　　　 お知らせ 

男
女
共
同
参
画
情
報
誌 

　
　
　
「
は
ー
も
に
い
」 

　 編
集
委
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を 

　
　
　
　
　
　
募
集
し
ま
す 

皆
さ
ん
の
ご
応
募
を 

　
　
お
待
ち
し
て
い
ま
す 

　  取材をしてみたい！ 

原稿を書いてみたい！　　 

　　  イラストが得意！ 

雨
水
浸
透
ま
す
の 

目
詰
ま
り
に
ご
注
意
を 

幼稚園等の 
補助金の手続き 

講
習
会 

 

子
ど
も
た
ち
に 

　
　
　
絵
本
を
読
む 

　

市
道
や
水
路
等
と
私
有
地
と

の
境
界
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、

土
木
課
（
市
役
所
２
階
）
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

家
の
建
替
え
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
築
造
等
の
際
は
、
あ
ら
か
じ

め
境
界
を
確
認
し
て
か
ら
工
事

を
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
境
界
に
は
、
曲
が
り

角
ご
と
に
境
界
を
示
す
た
め
の

境
界
標（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭
、金

属
製
プ
レ
ー
ト
等
）
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
工
事
等
の
際
に

は
、
こ
れ
ら
を
動
か
し
た
り
、

壊
し
た
り
し
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

土
木
課
・
内
線
１

２
１
６
ま
で
。

道
路
と
私
有
地
と
の 

　
　
境
界
の
確
認
を 

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は

先
発
医
薬
品
（
新
薬
）
の
特
許

が
切
れ
た
後
に
作
ら
れ
た
同
一

成
分
（
同
一
効
能
、
効
果
）
を

持
つ
後
発
医
薬
品
の
こ
と
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
で

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り

替
え
た
時
に
、
自
己
負
担
額
の

削
減
が
見
込
ま
れ
る
方
へ
通
知

を
送
付
し
て
い
ま
す
。
こ
の
通

知
に
よ
り
、
申
請
等
の
手
続
き

を
行
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の

切
り
替
え
を
希
望
す
る
方
は
担

当
医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

保
険
年
金
課
・
内

線
１
０
２
１
ま
で
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品 

利
用
差
額
通
知
書
送
付 

　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

で
、
生
活
習
慣
を
起
因
と
し
た

糖
尿
病
の
治
療
を
し
て
い
る
方

の
中
か
ら
対
象
と
な
っ
た
方
へ

糖
尿
病
重
症
化
予
防
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
ご
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
保

健
師
等
が
食
事
や
運
動
の
支
援

や
、
生
活
習
慣
改
善
の
た
め
の

計
画
に
基
づ
い
た
面
談
、
電
話

な
ど
を
行
い
、
糖
尿
病
の
重
症

化
を
防
ぎ
ま
す
。
参
加
は
担
当

医
師
と
相
談
し
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

保
険
年
金
課
・
内

線
１
０
２
１
ま
で
。

糖
尿
病 

　
重
症
化
予
防 

　
　
プ
ロ
グ
ラ
ム 

湖畔集会所 7 月 6 日（水）

むこうはら児童館 7 月 12日（火）

清水集会所 7 月 13日（水）

仲原集会所 7 月 20日（水）

新堀地区会館 8 月 10日（水）

芋窪集会所 8 月 24日（水）

かみきただい児童館 8 月 29日（月）

さくらがおか児童館 8 月 30日（火）
▲男女共同参画情報誌
　 「はーもにい」
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2 0 1 6 ・ 6 ・ 1 5�

あ
た
り
の
上
限
）　

ヘ
ル
メ
ッ

ト
は　

個
、
拡
声
器
は
３
個
、

１０

救
助
用
具
セ
ッ
ト
（
工
具
類
）

は
１
組
、
担
架
は
２
台
、
腕
章

は　

個
、
メ
ガ
ホ
ン
は　

個
、

１０

１０

ラ
ジ
オ
付
懐
中
電
灯
は
５
個

▽
申
請
方
法　

申
請
書
、
自
主

防
災
組
織
の
構
成
が
わ
か
る
書

類
及
び
前
年
度
の
自
主
防
災
活

動
の
実
績
が
わ
か
る
書
類
を
防

災
安
全
課
（
市
役
所
３
階
）
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
防
災

安
全
課
・
内
線
１
３
５
２
ま
で
。

案
内
な
ど
を
担
当
す
る
「
中
学

生
の
意
見
発
表
」
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

▽
日
時　

7
月
2
日
貍
午
後
1

時
〜
4
時　

分
（
予
定
）

３０

※
開
場
は
午
後
0
時　

分
か
ら
。

３０

▽
場
所　

ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル

▽
内
容　

第
一
部
は
「
み
ん
な

が
手
を
取
り
合
っ
て
、
明
る
い

社
会
を
築
く
に
は
」
を
テ
ー
マ

に
市
内
の
中
学
生
に
よ
る
意
見

発
表
及
び
感
謝
状
授
与
、
第
二

部
は
D
V
D
上
映
「
ボ
ー
イ
ソ

プ
ラ
ノ
」（
字
幕
）

※
入
場
は
無
料
で
す
。
当
日
直

接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

福
祉
推
進
課
・
内

線
1
1
3
2
ま
で
。

　

安
全
運
転
管
理
者
等
の
選
任

義
務
を
熟
知
し
て
い
な
い
自
動

車
の
使
用
者
や
、
法
定
台
数
以

上
の
車
両
を
保
有
し
て
い
な
が

ら
安
全
運
転
管
理
者
等
を
選
任

し
て
い
な
い
事
業
所
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
安
全

運
転
管
理
者
等
の
選
任
が
法
律

で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

選
任
届
を
提
出
し
て
い
な
い
方

は
、
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
選
任
届
が
必
要
な
場
合

�
自
家
用
自
動
車
を
５
台
以
上

使
用
す
る
と
き
〔
自
動
二
輪
車

（　

㏄
を
超
え
る
も
の
）
は
１

５０
台
を　

台
と
し
て
計
算
し
、
原

０.５

付
を
含
ま
な
い
〕

�
乗
車
定
員　

人
以
上
の
自
家

１１

用
自
動
車
（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
）

を
１
台
以
上
使
用
す
る
と
き

▽
問
合
せ　

東
大
和
警
察
署
�

　

―　

―
０
１
１
０
へ
。

０４２

５６６

◎
東
大
和
警
察
署 

安
全
運
転
管
理
者 

等
の
選
任
届
の 

　
　
　
　
　

提
出
を 

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社

会
を
築
く
こ
と
を
目
的
と
す
る

全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

市
で
は
、
運
動
の
一
環
と
し

て
、
市
内
の
中
学
生
が
実
行
委

員
と
な
り
、
司
会
進
行
、
会
場

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
主
要
事
業 

中
学
生
の
意
見
発
表 

　

離
職
等
に
よ
り
住
居
を
失
っ

た
方
、
ま
た
は
失
う
お
そ
れ
の

高
い
方
に
は
、
就
職
に
向
け
た

活
動
を
す
る
な
ど
を
条
件
に
、

一
定
期
間
、
家
賃
相
当
額
を
支

給
し
ま
す
。
生
活
の
基
礎
と
な

る
住
居
を
整
え
、
就
職
に
向
け

た
支
援
を
行
い
ま
す
。

▽
支
給
上
限
額　

生
活
保
護
法

の
住
宅
扶
助
基
準
に
基
づ
く
額

と
な
り
ま
す
。

�
単
身
世
帯：

五
万
三
、
七
〇

〇
円

　

市
で
は（
仮
称
）東
大
和
市
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事
に

伴
い
、
東
大
和
市
ロ
ン
ド
桜
が

丘
フ
ィ
ー
ル
ド
に
あ
る
防
災
行

政
無
線（
固
定
系
）の
移
設
工
事

を
行
い
ま
す
。工
事
期
間
中
は
、

周
辺
地
域
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
場
所　

（
仮
称
）
東
大
和
市

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
東
大
和

市
桜
が
丘
２
―　

―　

）

１４２

４１

▽
工
事
日
程　

平
成　

年
６
月

２８

　

日
豺
〜
７
月
８
日
貊
の
う
ち

２７数
日
（
予
定
）

▽
工
事
期
間
中
の
対
応　

既
存

鉄
塔
の
撤
去
後
か
ら
防
災
行
政

無
線
の
移
設
設
置
ま
で
の
間
、

周
辺
地
域
で
は
放
送
を
聞
く
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
市

で
は
次
の
方
法
で
必
要
な
情
報

を
伝
達
す
る
予
定
で
す
。

�
東
大
和
市
安
全
安
心
情
報
サ

ー
ビ
ス

�
緊
急
的
な
防
災
行
政
無
線
自

動
音
声
応
答
サ
ー
ビ
ス
（　

―
０４２

　

―
２
４
１
１
）

５６３�
災
害
等
に
関
す
る
緊
急
的
な

情
報
が
あ
っ
た
場
合
は
、
車
両

巡
回
に
よ
る
広
報
活
動
を
行
い

ま
す
。

◎
自
主
防
災
組
織
へ
防
災
資
器

材
を
貸
与
し
ま
す

　

市
で
は
、
災
害
に
よ
る
被
害

の
防
止
及
び
軽
減
を
図
る
た
め
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
自
主
的
に
結

成
し
た
自
主
防
災
組
織
を
対
象

に
防
災
資
器
材
を
貸
与
し
ま
す
。

▽
対
象　

前
年
度
に
市
の
区
域

内
に
お
い
て
自
主
的
な
防
災
活

動
を
行
っ
た
組
織

▽
貸
与
す
る
資
器
材
（
１
団
体

�
二
人
世
帯：

六
万
四
、
〇
〇

〇
円　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

▽
支
給
期
間　

原
則
３
か
月
。

た
だ
し
、
一
定
の
要
件
に
よ
り

３
か
月
を
限
度
に
支
給
期
間
の

延
長
・
再
延
長
が
あ
り
ま
す
。

▽
支
給
要
件

�
離
職
等
に
よ
り
経
済
的
に
困

窮
し
、
住
居
喪
失
ま
た
は
住
居

喪
失
の
お
そ
れ
が
あ
る
方

�
申
請
日
に
お
い
て
、　

歳
未

６５

満
で
あ
り
、
か
つ
、
離
職
等
の

日
か
ら
２
年
以
内　

な
ど

※
住
居
確
保
給
付
金
の
利
用
は
、

一
定
の
資
産
収
入
要
件
等
が
あ

り
ま
す
。
詳
細
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
詳
細
を
ご

覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
く
ら
し
・
し
ご
と
応
援
セ
ン

タ
ー
「
そ
え
る
」
に
て
ご
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す

▽
開
設
日
時　

平
日
の
午
前
８

時　

分
〜
午
後
５
時　

分

３０

１５

▽
場
所　

市
役
所
１
階
相
談
室

（
食
堂
前
）

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
く
ら

し
・
し
ご
と
応
援
セ
ン
タ
ー

「
そ
え
る
」・
内
線
１
０
８
１

ま
で
。

離
職
等
に
よ
り
住
宅
に
お
困
り
の
方
へ 

住
居
確
保
給
付
金
事
業 

園
、
高
齢
者
ほ
っ
と
支
援
セ
ン

タ
ー（
い
も
く
ぼ
・
な
ん
が
い
・

き
よ
は
ら
）、地
域
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
ウ
エ
ル
カ
ム
、
市
内
の

障
害
者
相
談
支
援
事
業
所

▽
申
込
方
法　

前
記
の
配
布
場

所
の
開
所
時
間
内
に
所
定
の
申

込
書
に
記
入
し
て
、
お
受
け
取

り
く
だ
さ
い
。

◎
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
普
及
講
習
会

を
実
施
し
ま
す

　

市
で
は
、
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の

趣
旨
を
理
解
し
、
障
害
者
支
援

に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
事
業

所
等
（
商
店
街
や
業
種
組
合
等
）

を
対
象
に
普
及
講
習
会
を
実
施

し
ま
す
。

　

障
害
者
理
解
や
ヘ
ル
プ
カ
ー

ド
の
活
用
に
つ
い
て
の　

分
程

２０

度
の
ミ
ニ
講
習
会
で
す
。
講
習

会
を
希
望
す
る
事
業
所
等
は
障

害
福
祉
課
ま
で
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

　

講
習
会
終
了
後
に
、「
ヘ
ル
プ

カ
ー
ド
協
力
事
業
所
」
の
ス
テ

ッ
カ
ー
を
差
し
上
げ
ま
す
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
障
害

福
祉
課
・
内
線
１
１
２
３
ま
で
。

防災行政無線 

 （固定系）を 

　　　移設します 

ご理解ご協力をお願いします 

の
安
心
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

障
害
の
あ
る
人
が
困
っ
て
い

て
、
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
持
っ
て

い
る
時
は
、周
囲
に
い
る
方
が
、

記
載
内
容
に
沿
っ
た
支
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

◎
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
利
用
を
希

望
す
る
方
へ

　

市
で
は
、市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
で
障
害
の
あ
る
方
で
希
望

す
る
方
に
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
配

布
し
て
い
ま
す
。

　

カ
ー
ド
の
裏
面
に
は
必
要
な

支
援
内
容
や
緊
急
連
絡
先
を
記

載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
障
害
者
手
帳
の
有
無
は
問
い

ま
せ
ん
。
難
病
、
発
達
障
害
、

高
次
脳
機
能
障
害
、
認
知
症
等

で
生
活
に
支
障
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
方
も
含
み
ま
す
。

▽
配
布
場
所　

障
害
福
祉
課

（
市
役
所
１
階
）、高
齢
介
護
課

（
市
役
所
２
階
）、み
の
り
福
祉

　

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
と
は
、
障
害

の
あ
る
方
な
ど
の
手
助
け
を
必

要
と
す
る
人
が
、
普
段
か
ら
身

に
付
け
て
お
き
、
緊
急
時
や
災

害
時
等
に
周
囲
の
人
の
配
慮
や

手
助
け
を
お
願
い
し
や
す
く
す

る
た
め
の
カ
ー
ド
で
す
。

　

障
害
の
あ
る
人
の
中
に
は
、

助
け
て
欲
し
く
て
も
う
ま
く
伝

え
ら
れ
な
い
人
、
困
っ
て
い
る

事
自
体
を
理
解
し
づ
ら
い
人
も

い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
あ
な

た
の
手
助
け
が
障
害
の
あ
る
人

を
ご
存
知
で
す
か 

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド 
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド 

困
っ
て
い
る
障
害
の
あ
る
方
に 

　
　
　
　
支
援
を
お
願
い
し
ま
す 

　

高
齢
者
向
け
給
付
金
（
年
金

生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付

金
）
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
該
当
の
方
で
、
ま
だ
申

請
し
て
い
な
い
方
は
お
早
め
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
該
当
と
思
わ
れ
る
方

に
は
、
５
月
上
旬
に
申
請
書
を

お
送
り
し
て
い
ま
す
。

▽
申
請
期
限　

８
月　

日
貉

１０

▽
提
出
先　

臨
時
福
祉
給
付
金

等
担
当
（
市
役
所
２
階
。
〒　
　２０７-

８５８５

東
大
和
市
中
央
３
―　

）
９３０

▽
申
請
に
関
す
る
問
合
せ　

臨

時
福
祉
給
付
金
等
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
・
内
線
３
９
１
０
ま
で

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
。

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時
）

３０

▽
制
度
に
関
す
る
問
合
せ　

厚

生
労
働
省
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
�
０
５
７
０
―　

―　

（
午

０３７

１９２

前
９
時
〜
午
後
６
時
）

高
齢
者
向
け
給
付
金 

（
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時 

福
祉
給
付
金
）の
申
請
を 

受
け
付
け
て
い
ま
す 

　

東
京
消
防
庁
救
急
相
談
セ
ン

タ
ー
は
、
急
な
病
気
や
け
が
を

し
た
場
合
に
、
病
院
に
行
っ
た

ほ
う
が
よ
い
か
、
救
急
車
を
呼

ん
だ
ほ
う
が
よ
い
か
な
ど
、
迷

っ
た
際
の
相
談
窓
口
と
し
て
開

設
し
て
い
ま
す
。

　

�
＃
７
１
１
９
で
携
帯
電
話
、

Ｐ
Ｈ
Ｓ
、
プ
ッ
シ
ュ
回
線
か
ら

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

こ
の
セ
ン
タ
ー
に
は
、
相
談

医
療
チ
ー
ム
（
医
師
、
看
護
師
、

救
急
隊
経
験
者
等
の
職
員
）
が
、

　

時
間
・
年
中
無
休
で
対
応
し

２４

て
い
ま
す
。

　

主
な
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
、
緊

急
性
の
判
断
、
受
診
の
必
要
性

の
判
断
、
応
急
手
当
の
ア
ド
バ

イ
ス
、
医
療
機
関
の
案
内
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
つ
な
が
ら
な
い
場
合

は
、
�　

―　

―
２
３
２
３
へ

０４２

５２１

お
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

北
多
摩
西
部
消
防

署
�　

―　

―
０
１
１
９
へ
。

０４２

５６５

◎
北
多
摩
西
部
消
防
署 

東
京
消
防
庁 

救
急
相
談
セ
ン
タ
ー 
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狭
山
緑
地
は
、
公
園
と
違
い

人
の
手
入
れ
が
必
要
と
な
る
里

山
で
す
。

　

初
夏
の
草
花
が
咲
い
て
い
る

雑
木
林
で
、
汗
を
か
き
な
が
ら

草
刈
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

講
座
は
、
狭
山
緑
地
で
活
動

◎
じ
ゃ
が
い
も
掘
り
体
験

　

体
験
で
収
穫
す
る
じ
ゃ
が
い

も
は
、
１
人
当
た
り
２
株
と
な

り
ま
す
。

▽
日
時　

７
月
９
日
貍
午
前
９

時
か
ら

※
受
付
は
午
前
８
時　

分
か
ら
。

３０

▽
集
合
場
所　

奈
良
橋
４
―　
６７２

の
農
地
（
左
図
参
照
）

▽
定
員　
　

組
（
申
込
順
）

２５

▽
申
込
み　

６
月　

日
貉
か
ら
、

２２

産
業
振
興
課
・
内
線
１
０
７
２

ま
で
。

【
共
通
事
項
】

　

小
雨
決
行
。
荒
天
時
は
翌
日

に
順
延
し
ま
す
。
順
延
が
決
定

し
た
場
合
は
、
当
日
午
前
８
時

ま
で
に
電
話
で
ご
連
絡
し
ま
す
。

　

会
場
に
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ

ん
。
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
で

小
学
生
以
上
の
親
子

▽
費
用　

一
人
当
り　

円
２００

※
保
険
代
等
と
し
て
、
当
日
受

付
時
に
集
金
し
ま
す
。

▽
持
ち
物　

軍
手
、
ビ
ニ
ー
ル

袋
な
ど
。
汚
れ
て
も
よ
い
服
装

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

を
行
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
「
雑
木
林
の
会
」
の
協
力

で
開
催
し
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
ま
た
は
在

勤
の
方

▽
日
時　

６
月　

日
豸
午
前　

２６

１０

時
〜
正
午

※
予
備
日
は
７
月
２
日
貍
で
す
。

▽
場
所　

郷
土
博
物
館
、
狭
山

緑
地

▽
受
付　

郷
土
博
物
館
前
庭
・

午
前
９
時　

分
か
ら

３０

▽
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

１５

▽
持
ち
物　

飲
み
物
、
タ
オ

ル
、
軍
手
、
帽
子

※
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
（
長

袖
、
長
ズ
ボ
ン
）
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

６
月　

日
貉

２２

▽
申
込
み　

環
境
課
・
内
線
１

２
７
１
ま
で
。

里
山
体
験
講
座 

　
（
草
刈
り
） 

◎
と
う
も
ろ
こ
し
刈
り
体
験

　

試
食
会
も
行
う
予
定
で
す
。

▽
日
時　

７
月
２
日
貍
午
前
９

時
〜
午
前　

時
頃

１１

※
受
付
は
午
前
８
時　

分
か
ら
。

３０

▽
集
合
場
所　

東
大
和
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
（
左
図
参
照
）

▽
定
員　
　

組
（
申
込
順
）

２５

▽
申
込
み　

６
月　

日
貉
か
ら
、

１５

産
業
振
興
課
・
内
線
１
０
７
２

ま
で
。

  

N 新青梅街道 

東
大
和
高
校 

自動車 
販売店 

飲食店 
中央通り 

ファーマーズ 
センター 

公園 

公園 

余
裕
の
あ
る
日
に
、
お
お
む
ね

午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分
の

３０

３０

間
、
月
１
回
以
上
の
活
動
が
で

き
る
方

▽
募
集
人
数　

全
体
で
約　

人
３０

▽
活
動
内
容　

左
図
の
と
お
り

▽
申
込
み　

青
少
年
課
・
内
線

１
７
４
２
ま
で
。

◎
う
ま
べ
ぇ
ポ
ロ
シ
ャ
ツ

　

市
職
員
も
着
用
し
て
い
る

「
う
ま
べ
ぇ
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
」
を

着
て
、
暑
い
夏
を
乗
り
切
り
ま

せ
ん
か
。

▽
刺
繍
の
デ
ザ
イ
ン　

３
種
類

▽
シ
ャ
ツ
の
種
類　

ボ
タ
ン
ダ

ウ
ン
、
ポ
ケ
ッ
ト
付
き
な
ど

▽
カ
ラ
ー　

シ
ャ
ツ
の
種
類
に

よ
っ
て
５
〜
６
色

▽
価
格　

二
、
二
〇
〇
円
か
ら

※
詳
細
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、「
う
ま
べ
ぇ
グ
ッ
ズ
図
鑑
」

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
購
入
場
所　

「
う
ま
べ
ぇ
グ

ッ
ズ
図
鑑
」
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
産
業

振
興
課
・
内
線
１
０
７
４
ま
で
。

　

終
活
と
は
、
人
生
の
後
半
を

よ
り
良
い
も
の
に
す
る
た
め
に

事
前
の
準
備
を
行
う
こ
と
で
す
。

　

で
は
、
ど
の
よ
う
な
準
備
を

す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

今
ど
き
の
終
活
事
情
を
、
プ

ロ
か
ら
学
び
な
が
ら
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　

７
月　

日
貅
午
後
１

１４

時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

▽
場
所　

南
街
公
民
館

▽
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

４０

▽
講
師　

中
島
重
夫
氏
（
㈱
セ

レ
モ
ア
）

※
手
話
通
訳
を
希
望
す
る
方
は
、

６
月　

日
貊
ま
で
に
フ
ァ
ク
ス

２４

（　

―　

―
５
９
３
１
）、メ
ー

０４２

５６３

ル
（sh

im
in
seik
atsu
@
city
.

h
ig
ash
iy
am
ato.lg

.jp

）
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み　

６
月　

日
貉
午
前

１５

　

時
か
ら
、
市
民
生
活
課
・
内

１０線
１
７
１
５
ま
で
。

一
緒
に
考
え
て
み
ま 

せ
ん
か
、「
終
活
」っ 

て
ど
ん
な
こ
と
？ 

消
費
者
講
座 

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
で
は
「
う
ま
べ

ぇ
」
グ
ッ
ズ
を
集
め
た
紹
介
冊

子
「
う
ま
べ
ぇ
グ
ッ
ズ
図
鑑
」

を
作
成
し
、
市
役
所
や
公
共
施

設
等
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

「
う
ま
べ
ぇ
」
グ
ッ
ズ
を
探

し
て
い
る
方
や
、
市
の
観
光
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
を
初
め
て
知
っ
た

と
い
う
方
も
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

放
課
後
子
ど
も
教
室
で
の
活

動
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
現
在
、
市
内　

校
１０

の
小
学
校
で
放
課
後
子
ど
も
教

室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
教
室
で
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
市
内
小

学
校
で
放
課
後
に
安
心
・
安
全

は
じ
め
、
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
や
日
用

品
な
ど
の
か
わ
い
い
グ
ッ
ズ
に

な
り
、
市
内
事
業
者
で
販
売
さ

な
子
ど
も
の
活
動
拠
点
（
居
場

所
）
を
設
け
、
勉
強
や
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
活
動
、
地
域
住
民
と

の
交
流
活
動
な
ど
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
募
集
対
象　

高
校
生
以
上
で
、

青
少
年
の
健
全
育
成
に
理
解
と

関
心
が
あ
り
、
月
〜
金
曜
日
の

放課後子ども教室の 
協力者を募集します 
 

　

市
内
外
で
活
躍
し
て
い
る
東

大
和
市
観
光
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
う
ま
べ
ぇ
」
が
、
お
菓
子
を

う
ま
べ
ぇ 

　
　

グ
ッ
ズ
図
鑑 

市
役
所
等
で 

無
料
配
布
中 

　

旧
蔵
敷
村
内
野
家
文
書
「
里

正
日
誌
」
活
字
本
の
第
十
二
巻

（
明
治
四
・
五
年
を
収
録
）
を

刊
行
し
ま
し
た
。

　

郷
土
博
物
館
、
社
会
教
育
課

（
市
役
所
５
階
）
で
販
売
し
て

い
ま
す
。

▽
価
格　

一
、
三
〇
〇
円

▽
既
刊　

第
七
巻
（
安
政
元
年

〜
安
政
六
年
）、
第
八
巻
（
万

延
元
年
〜
文
久
三
年
）、
第
九

巻
（
元
治
元
年
〜
慶
応
三

年
）
、第
十
巻
（
明
治
元
年
〜
明

治
二
年
）、
第
十
一
巻
（
明
治

三
年
）
も
発
売
し
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

郷
土
博
物
館
�　
０４２

―　

―
４
８
０
０
ま
で
。

５６７

里
正
日
誌 

　

第
十
二
巻
を 

　
刊
行
し
ま
し
た 

親子で楽しく！ 

とうもろこし刈り 

　じゃがいも掘り 

N 

青梅街道 

スーパー 

スーパー 

郵便局 

一 中 

一  

小 

集合場所 
（畑） 

　

喜
多
方
市
は
、
数
多
く
の
蔵

が
あ
る
全
国
有
数
の
蔵
の
ま
ち

で
す
。
甲
斐
本
家
蔵
座
敷
は
、

大
正
６
年
に
着
工
、
完
成
ま
で

７
年
余
も
の
歳
月
を
要
し
、
国

登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
外
壁
は
全
て
黒
漆

喰
で
塗
り
こ
め
ら
れ
、
こ
の
黒

漆
喰
が
重
厚
な
風
格
を
漂
わ
せ

て
い
ま
す
。
甲
斐
家
に
伝
わ
る

陶
器
・
漆
器
な
ど
の
美
術
、
工

芸
品
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

歴
史
的
遺
産
を
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
期
間　
　

月　

日
豸
ま
で
。

１１

２７

▽
開
館
時
間　

午
前　

時
〜
午

１０

後
４
時　

分
（
最
終
入
館
時
間

１５

は
３
時　

分
ま
で
）

４５

▽
所
在
地　

福
島
県
喜
多
方
市

字
一
丁
目
４
６
１
１

▽
料
金　

大
学
生
以
上　

円
、

４００

小
・
中
学
生
及
び
高
校
生　

円
１５０

※
団
体
割
引
も
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

喜
多
方
市
ふ
る
さ

と
振
興
株
式
会
社
�
０
２
４
１

―　

―
３
９
０
０
へ
。

２４
※
そ
の
ほ
か
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

は
、
喜
多
方
観
光
物
産
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

kitakata-kanko.jp

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▽
友
好
都
市
に
関
す
る
問
合
せ

市
民
生
活
課
・
内
線
１
７
１
１

ま
で
。

友
好
都
市
イ
ベ
ン
ト
情
報
「
喜
多
方
市
に
出
か
け
よ
う
！
」 

蔵
の
ま
ち
喜
多
方
市
の
シ
ン
ボ
ル 

「
甲
斐
本
家
蔵
座
敷
」
を
一
般
公
開
し
ま
す 

放課後子ども教室の活動内容
　
○セーフティサポーター
　施設の安全巡回パトロール、子ども
たちの見守りや入退室のチェック等
を行います。
○学習アドバイザー
　予習や復習、補習等の学習活動（学
びの場）を行います。
○ボランティア指導員
　スポーツや文化活動等の体験活動
（体験の場）、地域の大人や異なる年齢
の子どもとの交流活動（交流の場）、お
手玉やメンコなど様々な昔遊びの場
（遊びの場）を担当します。
　
※セーフティサポーター、学習アドバイザー
は、若干の謝礼があります。

い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に 

い
る
ボ
ク
を 

探
し
て
み
る
べ
ぇ
〜 東大和市観光キャラクター 

「うまべぇ」 
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2 0 1 6 ・ 6 ・ 1 5�

第46回市民文化祭参加者募集 46第46回市民文化祭参加者募集 開催期間 10月8日（土）～11月3日（祝日） 

◎展示部門　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※展示品の運搬中や展示中の破損等につきましては、責任を負いかねますので、ご承知のうえお申し込みください。
申込み・問合せ申込期限申込方法募集内容開催日・場所部門

里脇秀雄
（〒207-0013向原6-935-1-410、
  �042-561-7813）

9月10日必着はがき

�一般公募の部（市内在住・在勤者）、高校生の部（在住・在学校生）、連盟会員の
部（連盟加入団体の会員）の3部門　�参加費　1点につき500円（高校生無料）
�テーマは自由。単写真、1人2点まで。サイズはA4・四切～A3ノビ・半切以内。
額装またはマット貼（長辺65cm以内、ガラス無し、吊りひも付）
�部門名、住所、氏名（ふりがな）、電話番号、作品の題名（ふりがな）・撮影場所
・サイズと額の大きさを明記のこと。
�公序良俗に反するもの、コンテスト入賞、応募中、予定の作品は不可（審査のな
い発表作品は可）　　�表彰（市長賞・議長賞・奨励賞、賞状と賞杯・記念品）

10月15日貍
　 ～18日貂
中央公民館

写真展

土谷俊雄
（ファクス042-565-8000）

9月10日必着ファクス�一般盆栽　　�小品盆栽　　�山野草盆栽展

堤健次
（〒207-0031奈良橋1-627-17、
  �・ファクス042-562-2842）

9月30日必着
はがき
電話
ファクス

�ボタニカルアート（植物画）　　�1人1点　　�作品の大きさは自由
ボタニカルアート展
（植物画展）

大河原万里子
（〒207-0014南街2-40-4、
  �042-562-1322）

9月20日
午後9時必着

はがき
電話

�1人1点、手作り作品（大きさに制限あり、相談に応じます）
�縦7㎝×横10㎝の画用紙に題名、氏名を記入し作品に付けること
�参加費　1点につき500円

10月19日貉
　 ～22日貍
中央公民館

手工芸展

山田久雄
（〒207-0015中央4-1037-13、
  �042-561-0509）

10月16日必着はがき
�ラジオを作ってみませんか（IC＋1石使用）
�10月22日・23日 午後1時30分から　�中央公民館エントランスホール
�小学4年生以上、両日とも定員5人（申込順）

10月22日貍
　 ～23日豸
中央公民館

アマチュア
無線クラブ

三浦成子
（�042-561-8253）

10月10日
正午まで電話�絵手紙とその応用などの展示　　�お1人からでもぜひご参加ください。

10月23日豸
　 ～25日貂
中央公民館

絵手紙展

前田華京
（〒207-0014南街2-104-8、
  �042-563-0299）

8月20日
消印有効往復はがき�1人1点　　�参加費500円

�自由花、生花、立花、アレンジメントほか花道展

村野佳伸
（〒207-0033芋窪2-1884-1、
  �042-562-2930）

9月30日必着はがき
�1人数点　　�高さ50㎝、幅・奥行き40㎝以内
�住所、氏名、電話番号、作品の数・大きさ・形状（花器・皿等）、作品名を明記
のこと10月26日貉

　 ～29日貍
中央公民館

陶芸展

柳澤冬明
（〒207-0015中央3-920-8、
  �042-561-4292）

8月31日必着はがき
�漢字、かな、その他書作品で軸装、額装済みのもの　 �参加費200円
�住所、氏名、電話番号、作品の大きさ、漢字・かな等区別、及び軸装か額装の別
を明記のこと　　�1人1点（半切幅以下の作品）

書道展

小林初朗
（〒207-0015中央2-846-13、
  �042-565-1952）

9月30日まで往復はがき
�1人1点　　　�参加費　200円
�油彩、水彩、日本画、水墨画、アクリル画、切絵、陶芸、イラストデザイン
�大きさ6号から20号まで、額装または表装のこと
�住所、氏名、電話番号、作品の題名、大きさ、種類を明記のこと。

10月30日豸
～11月2日貉
中央公民館

美術展

堤健次
（〒207-0031奈良橋1-627-17、
  �・ファクス042-562-2842）

10月29日
午後8時まで電話

�大菊盆養の部：高さ鉢底より花首下105～165㎝
�大菊切花の部：茎の長さ花首下50㎝指定花瓶入り
�ダルマの部：鉢底より花首下60㎝以下〔7号鉢〕
�福助の部：鉢底より花首下40㎝以下〔5号鉢〕
�雑菊の鉢植の部：菊全般、鉢植えに限る
�一般の部：切花（茎の長さ、花首下50㎝）、入れ物（500mlペットボトル）

10月31日豺
～11月3日（祝日）
中央公民館

菊花展

◎ステージ部門
申込み・問合せ申込期限申込方法募集内容開催日・場所部門

橋野
（ �090-4421-9139）

8月10日
午後10時必着電話�文化祭をダンスで盛り上げてくれるチーム10月9日豸

中央公民館ストリートダンス

大坂竹水
（〒207-0015中央1-538-14、
  �042-564-7409）

8月5日
消印有効はがき

�民謡（唄、踊り、合唱・合奏）
�住所、氏名、電話番号、曲目を明記のこと
�参加費一人3,000円　合唱・合奏一組6,000円

10月9日豸
ハミングホール民謡大会

長沼陽子
（�080-3088-5853、メール
vivid_d_company@yahoo.co.jp）

6月30日まで電話
メール

�市内で活動をしているアマチュアのバレエ・ダンスのグループ
�1団体につき10分程度　　　�参加費1分につき2,000円

10月10日（祝日）
ハミングホール

バレエ＆ダンス
秋の祭典

大沢三代子
（〒207-0004清水2-815-15、
  �042-562-0815）

7月31日
午後6時必着

はがき
電話

�個人踊り、団体踊りも可　　�新舞踊1曲6分以内
�出演料　1曲13,000円

10月15日貍
ハミングホール新舞踊大会

不二智美
（�042-565-1518）

6月30日
午後5時まで電話�日舞・新舞踊　　�1曲6分以内　　　�個人または組踊り

�参加費14,000円（プログラム・舞台料を含む）
10月16日豸
ハミングホール

日本舞踊

清水
（�・ファクス042-562-1019）

8月10日必着電話
ファクス

�声楽・器楽のソロ・アンサンブル（クラシック10分以内）
�市内在住・市内在勤、または東大和市音楽連盟の推薦があること
�参加費10,000円（10分以内）

市民コンサート

竹内紀久
（ �042-564-1835）当日参加可―�市内在住または在勤者10月21日貊

中央公民館フォークダンス

麻生
（�042-561-7000）

8月31日
午後8時まで電話�和太鼓の継承と楽しさを考えるグループ

�和太鼓の演奏者の育成を考えるグループ
10月22日貍
中央公民館和太鼓演奏会

氏家 山
（ �042-561-3928）

8月30日
午後5時必着電話�三曲演奏に関心のある方　　　�参加費約4,000円10月22日貍

ハミングホール三曲演奏会

池内眞硯
（〒207-0013向原3-10-11-203、
  �042-563-2465）

8月15日必着はがき�吟題（絶句）、作者名、尺八伴奏の有無と本数、住所、氏名（本名）、電話番号を
明記のこと　　�参加費1人1,500円（プログラム・昼食代を含む）

10月23日豸
中央公民館吟詠大会

原口文子
（�・ファクス042-843-5033）

8月31日
午後9時まで

電話
ファクス

�市内で活動しているアマチュア合唱グループまたは器楽のグループ
�参加費1人1,000円、3人以下の団体は1人1,200円、高校生以下の団体は1団体
3,000円

10月23日豸
ハミングホール市民音楽祭

斉藤
（ファクス042-563-6581）

8月10日
午後5時までファクス

�市内で活動しているフラダンスチーム
�団体名、代表者氏名、電話番号、参加人数、出入りを含む必要分数を明記
�会場費及び舞台費用実費負担10月30日豸

ハミングホール

フラダンス

橋本
（メールhashimoto@mcmk.net、
ファクス042-566-8892）

8月31日
消印有効

メール
ファクス

�音楽演奏など（ジャンルは問わず）　　�演奏時間10分以内（出入りを含む）
�グランドピアノ、マイク、マイクスタンド、スピーカー以外の備品は持参
�団体数の上限：20団体　　�参加費用：一般団体7,000円（1枠）

音楽愛好会

◎大会等
申込み・問合せ申込期限申込方法募集内容開催日・場所部門

大場
（�042-564-2322）

10月15日
午後5時まで電話�A級（二段以上）、対局時計使用　　�B級（初段以下）対局時計使用

�5対局得点制　　�参加費1人600円（昼食代含む）
10月16日豸
奈良橋市民センター将棋大会

鈴木
（�・ファクス042-563-4000）

10月17日
午後5時まで
当日参加不可

電話
ファクス

�A級（四段以上）、B級（初段～三段）、C級（1級以下）　�4対局制
�1段（級）差1子のハンディ戦　　�参加費一人600円（昼食代含む）

10月23日豸
奈良橋市民センター囲碁大会
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�

■
日
本
脳
炎
（
特
例
）

　

日
本
脳
炎
は
平
成　

年
６
月

１７

か
ら
平
成　

年
３
月
ま
で
、
接

２２

種
勧
奨
を
控
え
て
い
た
た
め
、

影
響
を
受
け
た
方
に
特
例
措
置

が
も
う
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
平
成　

年
４
月
２
日
〜
平
成

１９

　

年　

月
１
日
生
ま
れ
の
方

２１

１０

　

３
歳
以
上
７
歳
６
か
月
未
満

（
１
期
の
対
象
年
齢
）
の
間
に

３
回
の
接
種
を
完
了
し
て
い
な

い
方
は
、
９
歳
以
上　

歳
未
満

１３

（
２
期
の
対
象
年
齢
）
の
間
に
、

不
足
し
て
い
る
回
数
分
を
公
費

（
無
料
）
で
接
種
で
き
ま
す
。

　

こ
の
特
例
措
置
を
利
用
す
る

方
は
、
９
歳
の
誕
生
日
以
降
に

特
例
措
置
用
の
予
診
票
を
発
行

し
ま
す
の
で
、
母
子
健
康
手
帳

を
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
７
歳
６
か
月
以
上
９

歳
未
満
の
接
種
は
、
定
期
予
防

接
種
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
平
成
７
年
４
月
２
日
〜
平
成

　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

１９
　
　

歳
未
満
ま
で
１
期（
３
回
）・

２０
２
期
（
１
回
）
と
も
に
公
費
（
無

料
）
で
接
種
で
き
ま
す
。

　

現
在
は
国
の
通
知
に
基
づ
き
、

２
期
の
ご
案
内
を
順
次
開
始
し

て
い
ま
す
。

　

接
種
対
象
の
期
間
内
に
生
ま

れ
た
方
で
、
１
期
の
接
種
を
完

了
し
て
い
な
い
方
、
転
入
等
で

東
大
和
市
の
予
診
票
を
持
っ
て

い
な
い
方
は
、
母
子
健
康
手
帳

を
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
�　

―　

―
５
２
１
１
ま
で
。

０４２

５６５

■
初
め
て
の
離
乳
食
講
習
会

（
４
〜
６
か
月
）

　

生
後
４
〜
６
か
月
の
乳
児
の

保
護
者
／
７
月
６
日
貉
午
後
１

時　

分
〜
３
時
／
場
所　

市
立

３０
保
健
セ
ン
タ
ー
／　

人
（
申
込

２０

順
。
６
月　

日
貅
か
ら
受
付
開

１６

始
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

電
子
申
請
で
も
受
け
付
け
ま
す
）

／
離
乳
食
の
進
め
方
・
作
り
方

の
話
、
試
食（
保
護
者
の
み
）／

母
子
健
康
手
帳
、筆
記
用
具
、お

ん
ぶ
ひ
も
ま
た
は
だ
っ
こ
ひ
も

■
簡
単
に
作
れ
る
離
乳
食
講
習

会
（
７
〜　

か
月
）

１１

　

生
後
７
〜　

か
月
の
乳
児
の

１１

保
護
者
／
７
月　

日
貉
午
後
１

１３

時　

分
〜
３
時　

分
／
場
所

３０

３０

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
／　

人
２０

（
申
込
順
。
６
月　

日
貅
か
ら

１６

受
付
開
始
）
／
保
育
室
有
り

（　

人
。
申
込
順
）
／
離
乳
食

１５
の
進
め
方
の
話
、
調
理
実
習
、

試
食
／
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

バ
ス
タ
オ
ル
等

■
育
児
相
談
会
〜
か
ん
が
る
ー

グ
ル
ー
プ

　

子
育
て
の
情
報
交
換
や
作
業

療
法
士
に
よ
る
遊
び
方
の
ア
ド

バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

小
さ
く
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

及
び
発
達
に
不
安
や
心
配
を
抱

え
て
い
る
家
族
（
保
護
者
の
み

の
参
加
も
で
き
ま
す
）
／
６
月

　

日
貅
午
前
９
時　

分
〜　

時

２３

３０

１１

／
場
所　

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

／
母
子
健
康
手
帳
／
当
日
直
接

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
両
親
学
級

　

妊
婦
と
そ
の
家
族
／
期
日
等

左
表
の
と
お
り
／
午
前
は
９
時

　

分
〜
正
午
、
午
後
は
１
時　

３０

３０

分
〜
４
時
／
場
所　

市
立
保
健

セ
ン
タ
ー
／　

組
（
事
前
申
込

２０

制
。
第
１
子
目
の
方
を
優
先
。

定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
９
月

の
教
室
に
な
り
ま
す
。
開
催
月

を
ま
た
い
で
の
参
加
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
）
／
第
５
回
は
、
午

前
ま
た
は
午
後
の
参
加
で
す
／

母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具

■
熊
本
地
震
災
害
義
援
金
の
街

頭
募
金
活
動
実
績
報
告
（
お
礼
）

　

市
で
は
、
４
月　

日
〜　

日

２５

２７

の
３
日
間
、
市
内
駅
前
４
か
所

で
熊
本
地
震
災
害
義
援
金
の
街

頭
募
金
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
間
の
募
金
総
額
は
、
六

五
万
六
、
二
二
八
円
に
な
り
、

日
本
赤
十
字
社
東
京
都
支
部
を

通
じ
て
、
被
災
者
支
援
に
活
用

さ
れ
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
／
職
員
課
・

内
線
１
３
３
１
ま
で
。

■
第
三
次
東
大
和
市
情
報
化
推

進
計
画
の
取
組
状
況

　

市
で
は
、
平
成　

年
度
〜　

２６

３０

年
度
を
計
画
期
間
と
し
た
第
三

次
東
大
和
市
情
報
化
推
進
計
画

に
基
づ
き
、
各
種
情
報
化
施
策

を
進
め
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
平
成　

年
度
の

２７

取
組
状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
取
組
状
況
（
平
成　

年
度
末

２７

現
在
）

　

第
三
次
東
大
和
市
情
報
化
推

進
計
画
で
は
、　

項
目
の
各
種

１６

事
業
を
推
進
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
末
現
在
で
目
標

２７

を
達
成
し
た
事
業
が
８
項
目
、

一
部
達
成
し
た
事
業
が
６
項
目
、

未
達
成
の
事
業
が
２
項
目
と
な

り
ま
し
た
。
詳
細
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
／

情
報
管
理
課
・
内
線
１
３
７
１

ま
で
。

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

〜
労
働
者
派
遣
事
業

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
労
働
者
派
遣
事
業
を
始
め

ま
し
た
。派
遣
さ
れ
る
会
員
は
、

（
公
財
）
東
京
し
ご
と
財
団
に
雇

用
さ
れ
た
労
働
者
と
し
て
、
事

業
主（
派
遣
先
）か
ら
指
揮
命
令

を
受
け
、仕
事
に
従
事
し
ま
す
。

　

熱
中
症
は
高
温
多
湿
な
環
境

に
長
く
い
る
こ
と
で
、
徐
々
に

体
内
の
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
、
体
温
調
節
機
能
が

う
ま
く
働
か
な
く
な
り
、
体
内

に
熱
が
こ
も
っ
た
状
態
を
指
し

ま
す
。
日
中
の
炎
天
下
だ
け
で

な
く
、
室
内
や
夜
で
も
発
生
し

ま
す
。

　

の
ど
の
渇
き
を
感
じ
る
前
か

ら
の
こ
ま
め
な
水
分
補
給
、
部

屋
の
温
度
計
測
、涼
し
い
服
装
、

エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
の
適
度
な

利
用
な
ど
を
心
が
け
て
熱
中
症

を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
外
出
時
は
な
る
べ
く

日
陰
を
歩
き
、
暑
い
時
は
無
理

を
し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

公
共
施
設
や
店
舗
な
ど
の
涼

し
い
場
所
や
休
め
る
施
設
を
事

前
に
確
認
し
、
い
ざ
と
い
う
時

に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

▽
問
合
せ　

市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
�　

―　

―
５
２
１
１
ま
で
。

０４２

５６５

■
糖
尿
病
予
防
教
室
〜
甘
い
も

の
好
き
の
血
糖
対
策
を
考
え
ま

し
ょ
う
〜

　

糖
尿
病
予
防
の
た
め
に
大
切

な
食
事
と
運
動
の
こ
と
を
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

　

概
ね　

歳
未
満
の
方
／
日
時

６５

等　

左
表
の
と
お
り
／
場
所

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
／　

人
２０

（
申
込
順
）

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

気
持
ち
が
不
安
定
に
な
り
、

専
門
医
に
受
診
す
べ
き
か
ど
う

か
困
っ
て
い
る
方
及
び
そ
の
家

族
の
た
め
に
、
保
健
師
や
専
門

医
が
相
談
に
の
り
ま
す
。

　

７
月
６
日
貉
午
前　

時
〜
正

１０

午（
事
前
申
込
制
）／
場
所　

市

立
保
健
セ
ン
タ
ー

�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
�　

―　
０４２

５６５

―
５
２
１
１
ま
で
。

■
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
会
議

　

７
月
４
日
豺
午
後
２
時
か
ら

／
場
所　

中
央
図
書
館
／
傍
聴

者
の
定
員　

５
人
（
先
着
順
。

当
日
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
）
／
保
育　

満
１
歳
以
上

の
未
就
学
児
。
希
望
者
は
６
月

　

日
豺
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

２７だ
さ
い
／
子
育
て
支
援
課
・
内

線
１
７
８
１
ま
で
。

■
家
屋
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
　

平
成　

年
１
月
２
日
〜
平
成

２８

　

年
１
月
１
日
に
新
築
ま
た
は

２９増
築
さ
れ
た
家
屋
は
、
平
成　
２９

年
度
か
ら
固
定
資
産
税
と
都
市

計
画
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
市
で
は
、
課
税
の

基
礎
と
な
る
家
屋
の
評
価
額
を

算
出
す
る
た
め
の
調
査
を
現
在

行
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
家
屋
に
は
、
市

の
職
員
が
伺
い
、
家
屋
の
床
面

積
や
内
部
・
外
部
の
使
用
資

材
・
仕
上
げ
な
ど
を
調
査
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。　

　

該
当
す
る
家
屋
を
お
持
ち
の

方
は
、
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。
調
査
の
日
程
や
時
間
に
つ

い
て
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
家
屋
の
取
り
壊
し
を

し
た
場
合
も
、
次
年
度
か
ら
課

税
を
し
な
い
た
め
の
処
理
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ

て
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
／

課
税
課
・
内
線
１
０
５
９
ま
で
。

熱
中
症
に

熱
中
症
に
 

　
　
　
　
ご
注
意
く
だ
さ
い

ご
注
意
く
だ
さ
い
 

熱
中
症
に
 

　
　
ご
注
意
く
だ
さ
い
 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

狂
犬
病
予
防
法
で
は
、
生
後

　

日
以
上
の
飼
い
犬
に
は
毎
年

９１１
回
、
４
月
１
日
〜
６
月　

日
３０

の
間
に
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受

け
さ
せ
、
注
射
済
票
を
犬
に
装

着
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
て

い
な
い
場
合
は
、
速
や
か
に
動

物
病
院
で
注
射
を
受
け
、
市
立

保
健
セ
ン
タ
ー
で
注
射
済
票
の

交
付
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

飼
い
犬
の
登
録
を
し
て
い
な

い
方
も
、
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

で
手
続
が
必
要
で
す
。

▽
持
ち
物　

病
院
の
注
射
済
証

（
証
明
書
）、
市
の
は
が
き
（
お

持
ち
の
方
の
み
）

▽
費
用
（
１
頭
）　

狂
犬
病
予
防

注
射
済
票
の
交
付：

　

円
。

５５０

飼
い
犬
の
登
録
（
未
登
録
の

方
）：

三
、
〇
〇
〇
円

▽
問
合
せ　

市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
�　

―　

―
５
２
１
１
ま
で
。

０４２

５６５

今
年
度
の
 

 
狂
犬
病
予
防
注
射
は
 

 
 
 
 
 

お
済
み
で
す
か
 

　

歳
以
上
の
方
の
入
会
、
事
業

６０主
か
ら
の
発
注
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
／
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
�　

―　

―
０
５
３
１
へ
。

０４２

５６５

開　催　日

午後産科医師の話7月 7 日貅第1回

午後妊娠中の歯の話7月11日豺第2回

午前妊娠中の栄養の話と調理実習7月14日貅第3回

午後妊婦体操と呼吸法7月21日貅第4回

午前
もく浴の実習7月30日貍第5回

午後

持ち物等内容・講師日時

筆記用具、健康手帳（お
持ちの方）

医師の講話（木住野哲氏）
血管年齢測定（保健師）

7月2日貍
午後1時30分～4時

筆記用具、健康手帳、
エプロン、三角巾

栄養の話と調理実習（栄養士）7月12日貂
午前9時30分～正午

筆記用具、健康手帳、
飲料水、動きやすい服装

運動の実技と講話（運動指導士)  
歯周病の話（歯科衛生士）

7月14日貅
午後1時30分～4時



市役所� ０４２ �５６３ � ２１１１（代）
東東東東東東東東東東ややややややややややままままままままままとととととととととと市市市市市市市市市市報報報報報報報報報報東やまと市報

2 0 1 6 ・ 6 ・ 1 5�

〈
一
般
書
〉

�
そ
う
だ
、
星
を
売
ろ
う

　
　
　
　
　

永
井 
孝
尚 
著

�
ナ
ム
ル　
１００

   
チ
ョ
ン ,  
テ
キ
ョ
ン 
著

�
地
域
再
生
の
失
敗
学

　
　
　
　
　

飯
田 
泰
之 
著

�
高
校
生
の
参
加
と
共
同
に

よ
る
主
権
者
教
育

　
　
　
　

宮
下 
与
兵
衛 
著

〈
児
童
書
〉

�
路
線
バ
ス
し
ゅ
っ
ぱ
つ
！

　
　
　
　
　
　

鎌
田 
歩 
作

�
エ
ベ
レ
ス
ト
・
フ
ァ
イ
ル

　
　
　

デ
ィ
キ
ン
ソ
ン ,

　
　
　
　
　
　
 
マ
ッ
ト 
作

〈
録
音
図
書
〉

�
ま
ぁ
、
空
気
で
も
吸
っ
て

　
　
　

海
老
原 
宏
美 
共
著

ほ
ん
ほ
ん
・
本
・
Ｂ
ｏ
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

ほ
ん
・
本
・
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

電
話
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
約
で
き
ま
す
（
録
音
図
書
の
利

用
は
、
障
害
者
登
録
を
し
て
い
る
方
に
限
り
ま
す
）。

お
問
合
せ
は
、
中
央
図
書
館
�　

―　

―
２
４
５
４
ま
で
。

０４２

５６４

◎
図
書
館
の
新
着
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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ドライマウスは歯周病リスクの１つです　
　最近食べ物がうまく飲み込めなくなった、

お口の中がネバネバする、会話しづらくな

ったというような症状はありませんか。

　これらの症状は、お口の中が乾燥してい

ることが考えられます。一時的な場合もあ

りますが、慢性的な場合はドライマウス（口

腔乾燥症）が疑われます。

　 唾  液 は１日に１～１.５リットル分泌さ
だ えき

れると言われ、お口の中を潤す潤滑作用だ

けでなく、粘膜を保護する作用、食べかす

を洗い流す作用、抗菌作用などのはたらき

があります。

　しかし、加齢やストレス、口呼吸などで

お口の中が乾燥すると、唾液量が減り、唾

液のはたらきが弱まってしまうため、口臭

が気になるようになったり、虫歯や歯周病

のリスクが高くなります。

　お口の中の乾燥を防ぐために、①食べ物

をよく噛んで食べる、②規則正しい生活リ

ズムを作る、③カフェインの入った飲み物

やアルコールを控える、④口呼吸ではなく

鼻呼吸をする、など普段の生活習慣を見直

してみましょう。

　またお口の中をより良い状態で保つため

に、かかりつけの歯医者さんで、定期的に

健診を受け、お口の中の状態を確認しても

らいましょう。

　健康に関する相談・問合せは、市立保健

センター�０４２-５６５-５２１１まで。

市税・国民健康保険税はコンビニエンスストア及びモバイルレジで納付できます／問合せ　納税課・内線 1041 まで

■
社
会
福
祉
協
議
会
〜
夏
！
体

験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
期
間　

７
月　

日
豺
〜
８

２５

月　

日
貉
の
う
ち
数
日
／
高
齢

３１
者
・
障
害
者
施
設
、
保
育
園
等

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
／　
３００

円
か
ら
（
保
険
料
）
／
説
明
会

７
月　

日
貊
午
前　

時
〜
正
午
・

２２

１０

午
後
７
時
〜
９
時
、
７
月　

日
２８

貅
午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分
、

３０

３０

８
月
２
日
貂
午
後
１
時　

分
〜

３０

３
時　

分
・
午
後
７
時
〜
９
時

３０

（
い
ず
れ
か
の
日
程
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。
説
明
会
に
参
加

で
き
な
い
場
合
は
、
活
動
で
き

ま
せ
ん
）／
申
込
み　

社
会
福
祉

協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
�　

―　

―
０
０
３
５
へ
。

０４２

５６４

■
商
工
会
〜
個
人
事
業
者
の
た

め
の
源
泉
所
得
税
個
別
指
導
会

　

６
月　

日
貅
〜
７
月
８
日
貊

３０

午
前　

時
〜
午
後
４
時
（
土
・

１０

日
曜
日
は
除
く
）
／
場
所　

商

工
会
館
／
持
ち
物　

給
与
支
払

明
細
書
、扶
養
控
除
等
申
告
書
、

納
付
書
（
必
ず
全
て
お
持
ち
く

だ
さ
い
）
／
商
工
会
�　

―　
０４２

５６２

―
１
１
３
１
へ
。

■
北
多
摩
西
部
消
防
署
〜
集
中

豪
雨
や
台
風
に
備
え
よ
う
！

　

こ
れ
か
ら
梅
雨
時
季
を
迎
え
、

集
中
豪
雨
や
台
風
の
本
格
的
シ

ー
ズ
ン
と
な
る
前
に
、
ご
家
庭

で
も
次
の
こ
と
に
備
え
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

①
側
溝
や
排
水
口
は
、
掃
除
し

て
水
は
け
を
良
く
し
て
お
く

②
屋
外
の
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
も

の
は
、
固
定
す
る
か
片
付
け
る

③
非
常
用
品（
懐
中
電
灯
、携
帯

用
ラ
ジ
オ
、救
急
薬
品
、衣
類
、

非
常
用
食
品
、
水
な
ど
）
や
、

避
難
場
所
の
確
認
を
し
て
お
く

④
浸
水
の
危
険
が
あ
る
場
合
は
、

日
頃
か
ら
土
の
う
な
ど
を
準
備

し
て
お
く

⑤
万
一
の
飛
来
物
飛
び
込
み
等

に
備
え
、
窓
ガ
ラ
ス
に
飛
散
防

止
フ
ィ
ル
ム
を
貼
っ
た
り
、
カ

ー
テ
ン
や
ブ
ラ
イ
ン
ド
を
お
ろ

し
て
お
く

▽
問
合
せ　

北
多
摩
西
部
消
防

署
�　

―　

―
０
１
１
９
へ
。

０４２

５６５

　

仕
事
な
ど
で
平
日
に
納
税
相

談
及
び
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
の
た
め
に
、
土
曜
開
庁

に
伴
う
収
納
窓
口
を
次
の
と
お

り
開
設
し
ま
す
。

▽
土
曜
収
納
窓
口　

毎
週
土
曜

日
午
前
８
時　

分
〜
正
午

３０

※
祝
日
は
除
く
。

※
土
曜
収
納
窓
口
で
の
納
税
相

談
は
、
円
滑
に
相
談
が
で
き
る

よ
う
に
事
前
予
約
制
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
金
曜
日
の
午

後
５
時
ま
で
に
納
税
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
が
重

な
る
場
合
は
申
込
順
と
し
ま
す
。

【
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
方
法
に
は
簡
単
便
利
な
口

座
振
替
も
あ
り
ま
す
】

　

納
税
課（
市
役
所
１
階
）で
は
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
専
用
端

末
に
通
し
て
暗
証
番
号
を
入
力

す
る
こ
と
で
、
口
座
振
替
の
申

込
み
が
で
き
る
ペ
イ
ジ
ー
口
座

振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
ま
す
（
金
融
機
関
の
届
出
印

は
不
要
で
す
）。

▽
問
合
せ　

納
税
課
・
内
線

１
０
４
１
ま
で
。

土
曜
収
納
窓
口
を 

　
　 

開
設
し
ま
す 

◎
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税 

《今月の納期》 
　納期限　6月30日（木） 

 

お問合せは、高齢介護課・内線 1171 まで 

お問合せは、保険年金課・内線 1026 まで 

・市・都民税 第1期全期前納 
・国民健康保険税 過年度第3期分 
・介護保険料 過年度第3期分 

・後期高齢者医療保険料 過年度第3期分 

������������������������������������

□
フ
ォ
ト
季
の
会　

周
年
写
真

１５

展
水
景
彩
　々

（
東
大
和
市
フ

（Ⅱ）

ォ
ト
季
の
会
）
／
６
月　

日
〜

１８

　

日
午
前
９
時　

分
〜
午
後
４

２４

３０

時　

分
（　

日
は
午
後
１
時
か

３０

１８

ら
、　

日
は
午
後
４
時
ま
で
。

２４

　

日
は
休
館
日
）
／
■場
郷
土
博

２０物
館
／
自
然
が
織
り
な
す
四
季

折
々
の
水
景
写
真
展
／
■問
 

伊
藤

　

―　

―
３
７
３
９

０４２

５６２

□
第　

回
地
域
交
流
会
「
来

１７

て
！
見
て
！
作
っ
て
！
」（
み
ん

な
の
会
・
第
二
み
ん
な
の
家
）

／
６
月　

日
午
前　

時
〜
午
後

２６

１０

２
時
／
■場
第
二
み
ん
な
の
家
／

作
業
所
作
品
販
売
、
陶
芸
・
押

花
体
験
、
は
ん
ど
ぷ
れ
ー
と
、

模
擬
店
、
バ
ザ
ー
／
■問
 

第
二
み

ん
な
の
家　

―　

―
０
２
６
７

０４２

５６７

□
三
多
摩
巡
回
食
堂
（
子
ど
も

食
堂
）と
困
り
ご
と
相
談
会〔
ワ

ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
〕
／
市
民
／

６
月　

日
①
子
ど
も
食
堂
（
子

２６

ど
も
と
親
が
共
同
で
食
事
を
準

備
し
、み
ん
な
で
食
べ
ま
す
）：

午
前　

時　

分
〜
午
後
２
時

１０

３０

②
困
り
ご
と
相
談
会
（
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
法
律
の
専
門

家
等
が
相
談
に
の
り
ま
す
）：

午
後
１
時
〜
４
時
／
■場
中
央
公

民
館
／　

人
（
当
日
先
着
順
）

３０

／
■費
 

①　

円
（
材
料
費
）
／
ボ

１００

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
も
募
集

し
て
い
ま
す
／
■問
 

ワ
ー
カ
ー
ズ

コ
ー
プ
東
京
三
多
摩
事
業
本
部

　

―　

―
７
３
６
６

０４２

６５５

□
介
護
者
の
つ
ど
い
（
介
護
者

の
つ
ど
い
東
大
和
）
／
現
在
介

護
中
、
介
護
経
験
者
、
介
護
従

事
者
な
ど
／
①
６
月　

日
②
７

１６

月
６
日
ど
ち
ら
も
午
後
１
時　
３０

分
〜
３
時　

分
／
■場
①
仲
原
集

３０

会
所
②
や
ま
と
苑
別
館
会
議
室

／
介
護
の
悩
み
や
情
報
交
換
等

／
■費
 
　

円
（
参
加
費
）
／
■問
 

田

１００

村　

―
５
３
０
８
―
６
６
３
８

０９０
□
ら
★
ご
ん
た
祭
（
か
た
つ
む

り
の
会
作
業
所
）
／
６
月　

日
１８

午
前　

時
〜
午
後
３
時
／
■場
か

１１

た
つ
む
り
の
会
作
業
所
／
ク
ッ

キ
ー
・
焼
き
そ
ば
・
朝
ど
り
野

菜
の
販
売
、
バ
ザ
ー
／
■問
 

同
作

業
所　

―　

―
１
０
２
８

０４２

５６７

□
第　

回
七
夕
祭
（
国
立
音
楽

６１

大
学
七
夕
座
）
／
幼
児
〜
小
学

生
／
７
月
２
日
午
後
１
時
〜
５

時（
雨
天
決
行
）／
■場
国
立
音
楽

大
学
新
１
号
館
他
／
ダ
ン
ボ
ー

ル
遊
具
、天
の
川
劇
場
、造
形
遊

び
等
／
■講
 

宇
佐
美
明
子
／
■問
 

福

島　

―
６
８
６
０
―
３
５
８
２

０８０
□
夏
休
み
子
ど
も
手
話
（
聴
覚

障
害
者
協
会
）
／
市
内
在
住
の

小
・
中
学
生
／
７
月　

日
か
ら

２５

の
毎
週
月
曜
日（
全
５
回
）午
前

９
時　

分
〜　

時　

分
／
■場
の

３０

１１

３０

ぞ
み
集
会
所
／　

人（
申
込
順
）

５０

／
手
話
学
習
、
ろ
う
者
と
の
交

流
な
ど
／
■費
 
　

円
（
資
料
代
）

１００

／
■持
 

筆
記
用
具
、
水
筒
／
■申
 

６

月　

日
ま
で
に
フ
ァ
ク
ス
で
細

３０
田　

―　

―
３
８
８
２
／
■問
 

阿

０４２

５６５

部　

―
１
０
７
８
―
９
３
３
７

０９０
□
大
和
会
公
開
医
学
講
座
「
み

ん
な
で
学
ぶ
�
妊
活
�
〜
正
し

く
知
ろ
う
！
検
査
と
治
療
〜
」

（
社
会
医
療
法
人
財
団
大
和
会
）

／
７
月
２
日
午
後
３
時　

分
〜

３０

４
時　

分
／
■場
武
蔵
村
山
病
院

３０

／
■講
 

片
山
美
沙
／
申
込
不
要
／

■問
 

大
和
会
法
人
本
部
広
報
企
画

課　

―　

―
８
３
０
７

０４２

５６７

□
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
体
験
教

室
（
東
大
和
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
）
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

／
７
月
７
日
午
後
２
時
〜
４
時

／
■場
東
大
和
市
ロ
ン
ド
桜
が
丘

フ
ィ
ー
ル
ド
／　

人（
申
込
順
）

１５

／
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
練
習
、

コ
ン
ペ
／
■問
 

諸
井　

―　

―
１

０４２

５６３

１
３
１

□
も
う
ひ
と
り
の
吉
岡
堅
二
氏

（
文
学
散
歩
の
会
）
／
６
月　
２２

日
〜
７
月
６
日
午
前　

時
〜
午

１０

後
５
時
（
開
館
日
）
／
■場
中
央

図
書
館
／
歌
舞
伎
座
の
表
紙
絵

等
の
作
品
展
示
／
■問
 

長
峰　

―
０４２

　

―
５
９
２
４

５６７

※
凡
例　

■場
場
所
、
■講
 

講
師
、

■費
 

費
用（
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
）、

■入
 

入
会
金
、
■月
 

月
会
費
、
■持
 

持

ち
物
、
■問
 

問
合
せ
、
■申
 

申
込
み

���������������������������������������������������

□
講
演
会
「
盲
ろ
う
者
と
し
て

生
き
る
と
い
う
こ
と
」（
手
・
指

の
会
）
／
７
月
３
日
午
後
１
時

　

分
〜
３
時　

分
／
■場
中
央
公

３０

３０

民
館
ホ
ー
ル
／
目
と
耳
が
不
自

由
に
な
っ
た
ら
人
は
ど
う
生
き

る
？
／
■講
 

福
田
暁
子
／
■問
 

杉
浦

　

―　

―
９
０
３
０

０４２

５６４

□
社
交
ダ
ン
ス
会
員
募
集
（
と

い
ろ
）
／
初
心
者
〜
中
級
者
／

毎
週
日
曜
日
午
後
６
時　

分
〜

３０

８
時
／
■場
新
堀
地
区
会
館
／
■月
 

三
千
円
／
■問
 

鈴
木　

―　

―
３

０４２

５６１

１
６
９

□
ジ
ュ
ニ
ア
体
操
会
員
募
集

（
東
大
和
キ
ッ
ズ
３
Ｂ
ク
ラ
ブ
）

／
幼
稚
園
〜
小
学
生
／
毎
月
第

２
・
第
４
月
曜
日
午
後
４
時
〜

５
時　

分
／
■場
東
大
和
市
ロ
ン

３０

ド
み
ん
な
の
体
育
館
／
遊
び
を

取
り
入
れ
た
楽
し
い
ジ
ュ
ニ
ア

体
操
／
■入
 
　

円
／
■月
 

千
円
／
■問
 

５００

浜
口　

―　

―
０
９
４
７

０４２

５０７

□
女
声
コ
ー
ラ
ス
会
員
募
集

（
赤
い
鳥
）
／
女
性
の
方
／
毎

週
金
曜
日
午
後
２
時
〜
４
時
／

■場
新
堀
地
区
会
館
／
■月
 

二
千
円

／
■問
 

水
上　

―　

―
１
５
１
６

０４２

５６３

□
６
月　

日
〜
７
月
３
日
は
全

２７

国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権　

番
」

１１０

強
化
週
間
で
す
／
学
校
で
の

「
い
じ
め
」
や
家
庭
内
で
の
児
童

虐
待
で
悩
ん
で
い
た
ら
、
１
人

で
悩
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

／
電
話
番
号　

０
１
２
０
―　
００７

―　

／
開
設
時
間　

午
前
８
時

１１０

　

分
〜
午
後
７
時（
土
・
日
曜
日

３０は
午
前　

時
〜
午
後
５
時
）
／

１０

強
化
週
間
外
で
も
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
（
平
日
の
午
前

８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分
）

３０

１５

／
■問
 

東
京
法
務
局
人
権
擁
護
部

第
二
課　

―
５
２
１
３
―
１
２

０３

３
４
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●東少ファミリーミュージカ
ル「眠れる森の美女」
　９月２５日 豸午後２時開演／
大ホール　全席指定／大人・
子ども同一料金２,５００円（友の
会２,２５０円）、３歳未満のひざ上
鑑賞は無料／友の会先行予約
は６月１７日貊まで（電話予約
のみ）、一般販売は６月１８日 貍
から電話予約、６月１９日 豸か
ら窓口での販売を開始します。

 

●妖怪影絵劇「ゲゲゲの鬼太
郎」
　７月１０日 豸午後１時開演／
大ホール　全席指定／大人
２,５００円（友の会２,２５０円）、子ど

新規に発売する自主事業

チケット発売中の自主事業

も（中学３年生以下）１,５００円、
３歳未満のひざ上鑑賞は無料
／無料の連携企画有り。詳細
はお問い合わせください。

●スギテツコンサート～クラ
シックを遊ぶ真夏の音楽実験
室～
　８月２１日 豸午後３時開演／
小ホール　全席自由／一般
２,５００円（友 の 会２,０００円） ／ ３歳
未満の入場はご遠慮ください。

●レセプショニスト講座～美
しい立ち振る舞い・美しいア
ナウンス～
　７月３日 豸午後２時開講／
小ホール／１５人／指導　㈱ヴ
ォートル／１,０００円／窓口かは
がきでお申し込みください。
【往復はがき申込方法】

　往復はがきの往信欄に①講
座名②住所③氏名（ふりがな）
④年齢⑤性別⑥電話番号を記
入。返信欄の宛先に住所を記
入し、ハミングホール（〒
207-0013 東大和市向原６ － １ ）
「講座名」係宛に送付。
※講座受講料の支払方法を明
記した参加証を返信します。
※必要事項の記入漏れは無効。

 

　市民を対象とした調整会議
は  ７月１日 貊午後１時３０分
から行います。

７月の施設利用の申込み
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■
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・

納
付
猶
予
制
度

　

経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方
の
た

め
に
、
免
除
・
納
付
猶
予
制
度

が
あ
り
ま
す
。

○
免
除
制
度

　

申
請
者
本
人
、
申
請
者
の
配

偶
者
、
世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ
の
前

年
所
得
が
一
定
基
準
以
下
の
方

は
、
申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と

保
険
料
が
免
除
に
な
り
ま
す
。

　

申
請
免
除
に
は
、
保
険
料
の

全
額
が
免
除
さ
れ
る
全
額
免
除

と
保
険
料
の
一
部
を
納
め
る
こ

と
に
よ
り
、
一
部
（
半
額
、
４

分
の
１
、
４
分
の
３
）
の
保
険

料
が
免
除
に
な
る
一
部
納
付
が

あ
り
ま
す
。

○
納
付
猶
予
制
度

　

申
請
者
本
人
と
申
請
者
の
配

偶
者
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
が

一
定
基
準
以
下
で
、　

歳
以
上

２０

　

歳
未
満
の
方
（
平
成　

年
７

３０

２８

月
〜
平
成　

年
６
月
の　

年
間

３７

１０

に
限
り　

歳
以
上　

歳
未
満
に

２０

５０

拡
大
）
は
、
申
請
に
よ
り
保
険

料
の
納
付
を
納
期
限
か
ら
最
長

で　

年
、後
払
い
に
で
き
ま
す
。

１０
※
両
制
度
と
も
申
請
す
る
被
保

険
者
本
人
が
自
署
で
き
な
い
場

合
に
は
印
鑑
が
必
要
で
す
。

※
失
業
に
よ
り
申
請
（
退
職
特

例
）
を
す
る
場
合
は
、
雇
用
保

険
離
職
票
、
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
、
公
的
機
関
が
発
行
す

る
退
職
日
が
分
か
る
証
明
書
の

い
ず
れ
か（
た
だ
し
、各
証
明
書

の
退
職
日
に
よ
っ
て
は
、
特
例

措
置
に
該
当
し
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

退
職
特
例
に
よ
る
免
除
・
納
付

猶
予
の
承
認
は
、
継
続
申
請
の

対
象
外
で
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

【
申
請
受
付
】

　

平
成　

年
７
月
〜
平
成　

年

２８

２９

６
月
分
（
１
年
間
）
の
免
除
・

納
付
猶
予
申
請
は
、
７
月
１
日

貊
か
ら
保
険
年
金
課
（
市
役
所

１
階
）
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

平
成　

年
度
継
続
申
請
に
よ

２７

り
全
額
免
除
・
納
付
猶
予
の
承

認
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、
平
成

　

年
度
の
申
請
は
必
要
あ
り
ま

２８せ
ん
（
た
だ
し
、
平
成　

年
中

２７

の
所
得
の
申
告
が
必
要
で
す
）。

○
申
請
時
点
の
２
年
１
か
月
前

の
月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申

請
が
で
き
ま
す
。

〔
免
除
申
請
が
可
能
な
期
間
〕

（
例
）
平
成　

年
７
月
に
申
請

２８

す
る
場
合
、
平
成　

年
６
月
分

２６

か
ら
平
成　

年
６
月
分
ま
で
。

２９

※
申
請
期
間
に
対
応
す
る
前
年

所
得
に
基
づ
き
審
査
を
行
い
ま

す
の
で
、
免
除
が
承
認
さ
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
申
請
が
遅
れ
る
と
障

害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金

を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

▽
電
話
番
号　

０
５
７
０
―　
０５

―
１
１
６
５

※
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

　

―
６
７
０
０
―
１
１
６
５

０３▽
受
付
時
間

�
月
〜
金
曜
日
（
年
末
年
始
、

祝
日
は
除
く
）

：

午
前
８
時　
３０

分
〜
午
後
５
時　

分
（
月
曜
日

１５

は
午
後
７
時
ま
で
）

�
第
２
土
曜
日（
祝
日
は
除
く
）

：

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

�
お
問
合
せ
は
、
立
川
年
金
事

務
所
�　

―　

―
０
３
５
２
ま

０４２

５２３

た
は
東
大
和
市
役
所
保
険
年
金

課
・
内
線
１
０
２
６
ま
で
。

国
民
年
金 

だ

よ

り

申込対象月施設名
平成２９年７月大・小ホール
平成２９年１月その他の施設

自転車で町おこし
　近年、道路交通法が改正され、自転車に乗る
時のルールが見直されています。
　このような中、５月に体験型自転車交通安全
教室が第二中学校で実施されました。「スケ
アード・ストレイト」という方法で、スタント
マンが目の前で交通事故を再現し、事故の恐怖
を直視するもので、 自転車 ・ 自動車ともに少しの
気の緩みとルール違反が、死亡事故になりかね
ない事態を生んでしまうことを実感しました。
　また最近、市内に歩車分離式信号機が増えて
いて、自転車はどのように通行するのが正しい
のか気になっていました。警察で確認したとこ
ろ、自転車は軽車両になるので、車両用信号機
に従わなければなりません。しかし、「歩行者・
自転車専用」と表示されている歩行者用信号機
がある場合は、そちらに従わなければなりませ
ん。一方、自転車から降りて通行する場合は、
歩行者の扱いになるので歩行者用信号機に従う
ということでした。少しややこしいですが、ル
ールを理解して事故にならないように注意しま
しょう。でも、分からない時は、自転車を降り
て歩行者用信号機に従うことをお勧めします。
　さて、ルールを守って利用すれば、エコで素
晴らしい移動手段の自転車を、町おこしのツー
ルに利用するのはどうでしょうか。いろいろ条
件はあるでしょうが、放置自転車を利用し、東
大和市駅・上北台駅・武蔵大和駅で乗り捨て可
能なレンタサイクルが実現すれば、多摩湖の自
然と共により多くの人が訪れてくれると思いま
す。都立小金井公園まで「多摩湖自転車道」が続
いているので、沿線各市と東京都の協力を得て、
広域で実現すればベストではないでしょうか。
　さらに「道の駅」ならぬ「チャリの駅」を作
れば、より町おこしにはもってこいだと思いま
す。このようなことを考え、「サイクル・スマイ
ル・シティ」宣言ができるような、自転車に特
化した町づくりを日々妄想しています。

（市民記者　鈴木富雄）

※広告に関するお問合せは…総合広告代理店　フレックス株式会社
　　　　　　　　　　　　　 TEL  042 - 528 -1611（代） へ

   
広　

告

古紙含有率 70％再生紙を使用しています �

ハミングホール 
東大和市民会館 

窓口販売：午前9時～午後8時30分 
電話予約：午前9時～午後5時 

042-590-4414

1 日 1 回こころの体温計でメンタルチェック
 
　こころの体温計とは、① 本人モード ② 家族モード
③ 赤ちゃんママモード等があり、携帯電話やパソコン
から、自分や身近な人のこころの状態を
確認するセルフチェックシステムです。
利用料金は無料（通信料は自己負担）。
 
�問合せ　市立保健センター
�042-565-5211まで。


